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法
政
研
究
二
巻
二
号

（
一
九
九
七
年
）

一
一
一　
ま
と
め

（以
上
、
本
号
）

九
　
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
判
決

（
一
九
八
九
年
）
―
―
第
２
三
半
期
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
様
々
な
検
査
を
義
務
づ
け
１
１

ロ
ー
判
決
変
更
派
が
四
裁
判
官
に

票
差
は
と
も
か
く
内
容
的
に
は
ロ
ー
判
決
を
力
強
く
再
確
認
し
た
ソ
ー
ン
バ
ー
グ
判
決
の
翌
年
二

九
八
七
年
）、
人
工
妊
娠
中
絶
問
題
で

の
キ
ー
パ
ー
ス
ン
だ
っ
た
「
―
い
ず
れ
の
判
決
で
も
常
に
多
数
派
に
与
し
て
き
た
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
が
引
退
し
、
後
任
に
ボ
ー
ク
連
邦
控
訴

裁
判
所
裁
判
官
が
指
名
さ
れ
た
。
ボ
ー
ク
は
明
確
な
生
命
支
持
派
と
み
ら
れ
て
い
た
の
で
、
中
絶
支
持
派
の
受
け
た
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
が
、

上
院
は
、
ボ
ー
ク
に
同
意
を
与
え
な
か
っ
た
。
紆
余
曲
折
の
末
、
こ
の
ポ
ス
ト
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
連
邦
控
訴
裁
判
所
裁
判
官
の
し
の
と
な
る
。

中
間
派
と
み
ら
れ
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
に
、
上
院
は
、
全
員

一
致
で
同
意
を
与
え
た
。
前
任
者
の
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
に
似
て
い
る
と
い
わ
れ

た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
は
、
有
能
な
法
律
家
と
し
て
、
ロ
ー
判
決
を
覆
す
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
い
う
予
想
が

一
般
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
高
裁
判
所
入
り
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
は
、
予
想
に
反
し
て
、
多
く
の
事
件
で
、
保
守
派
と
行
動
を
共
に
し
（だ

。
そ
し
て
ヽ
つ
い
に
、

ロ
ー
判
決
か
ら

一
六
年
後
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
勢
力
図
は
逆
転
し
そ
う
に
な
る
。

ソ
ー
ン
バ
ー
グ
判
決
の
二
週
間
後
、
ミ
ズ
ー
リ
州
議
会
は
ロ
ー
判
決
に
真
正
面
か
ら
抵
抗
す
る
法
律
を
制
定
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

①
人
間
の
生
命
は
受
精
に
始
ま
り
胎
児
は
生
命
・健
康
・福
祉
に
関
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
利
益
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
前
文
、
②
公
務
員
・

公
的
施
設
の
人
工
妊
娠
中
絶
へ
の
関
与
禁
止
（母
親
の
生
命
を
救
う
の
に
必
要
な
場
合
を
除
く
）、
③
妊
娠
二
〇
週
以
上
の
人
工
妊
娠
中
絶
を

行
う
場
合
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
様
々
の
検
査
で
あ
っ
た
。
下
級
審
の
違
憲
判
決
に
対
し
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
事
件
を
正
式
に
取
り
上
げ
る



こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
判
決
変
更
の
可
能
性
を
意
味
す
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
、
「法
廷
の
友
」意
見
書
は
、
生
命
支
持
派
か

ら
四
六
件
、
中
絶
支
持
派
か
ら
三
二
件
も
提
出
さ
れ
た
。
ン」
の
数
は
、
そ
れ
ま
で
最
高
だ
っ
た
バ
ッ
キ
牲
濃
ぃ
五
七
件
を
大
き
く
上
回
っ（理
。

こ
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
論
が
で
、
最
高
裁
判
所
は
大
き
く
い
っ
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。
多
数
派
は
、
従
来
の
生
命
支
持
派
を
中

心
に
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
首
席
裁
判
官
と
ホ
ワ
イ
ト
、
オ
コ
ナ
ー
、
ス
カ
リ
ア
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
の
各
裁
判
官
で
あ
り
、
少
数
派
は
、
中
絶
支

持
派
の
ブ
ン
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
の
各
裁
判
官
で
あ
る
。
多
数
派
を
代
表
し
て
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
首

席
裁
判
官
が
法
廷
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
③
の
争
点
と
ロ
ー
判
決
へ
の
態
度
を
め
ぐ
っ
て
は
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
と
ス
カ
リ
ア
裁
判
官
が
法

廷
意
見
か
ら
離
脱
し
、
三
裁
判
官
の
相
対
多
数
意
見
と
な
っ
て
い
る
。

法
廷
意
見
は
、
第

一
の
争
点
―
―
「人
間
の
生
命
は
受
精
に
始
ま
る
」
な
ど
と
規
定
す
る
前
文
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
断
の
必
要

は
な
い
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
人
工
妊
娠
中
絶
に
か
か
わ
る
医
療
行
為
の
い
か
な
る
側
面
も
規
制
し
て
お
ら
ず
、
人
工

妊
娠
中
絶
よ
り
も
出
産
を
優
遇
す
る
と
い
う
単
な
る
価
値
判
断
の
表
明
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
母
親
の
生
命
を
救
う
の
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
州
法
が
公
務
員

・
公
的
施
設
の
人
工
妊
娠
中
絶
へ
の
関
与
を
禁
止
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
メ
イ
ハ
ー
判
決
、
ポ
ー
ル
カ
ー
判
決
、
そ
し
て
、
ハ
リ
ス
判
決
を
踏
襲
し
て
、
合
憲
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
要
点
は
、
買
メ
イ
ハ
ー
判
決
で
示
し
た
よ
う
に
）
州
が
人
工
妊
娠
中
絶
よ
り
も
出
産
を
優
遇
す
る
と
い
う
価
値
判
断
を
し
、
こ
の

判
断
を
公
的
資
金
の
配
分
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
な
ら
ば
、
州
が
同
じ
こ
と
を
そ
れ
以
外
の
公
的
な
資
源
―
―
病
院
や
医
療
職
員
と
い
っ
た

―
―
の
配
分
に
よ
っ
て
で
き
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
↑
」
の
部
分
ま
で
は
法
廷
意
見
）

妊
娠
二
〇
週
以
上
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
検
査
の
合
憲
性
が
本
件
の
最
大
の
争
点
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て

ロ
ー
判
決
の
正
当
性
が
問
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
は
、
ホ
フ
イ
ト
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
両
裁
判
官
の
み
が
同
調
す
る
相
対
多
数
意
見
で
あ
る
。

問
題
の
規
定
の
関
連
す
る
部
分
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
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完
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「医
師
は
、
妊
娠
二
〇
週
以
上
の
胎
児
を
身
ご
も
っ
て
い
る
と
信
ず
る
理
由
が
あ
る
女
性
に
人
工
妊
娠
中
絶
を
行
う
前
に
、
ま
ず
、
胎
児

が
…
…
独
立
生
存
で
き
る
か
否
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
独
立
生
存
可
能
性
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
胎
児
の
妊
娠
週
数
、

体
重
及
び
肺
の
発
達
を
認
定
す
る
の
に
必
要
な
検
査
を
実
施
し
、
ま
た
は
実
施
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
」

こ
の
規
定
の
解
釈
が
ま
ず
問
題
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
州
は
、
医
師
に
よ
る
独
立
生
存
可
能
性
の
判
断
と
い
う
前
段
を
重
視
す
る
一
方
、

原
告
側
は
、
妊
娠
週
数
、
体
重
及
び
肺
の
発
達
を
認
定
す
る
の
に
必
要
な
検
査
を
規
定
す
る
後
段
を
重
視
す
る
。
原
判
決
は
、
基
本
的
に
原

告
側
に
同
調
し
て
、
医
師
は
、
こ
の
三
つ
を
認
定
す
る
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
読
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
検
査
が
信
頼
の
置
け

な
い
不
正
確
な
も
の
で
、　
〓

一五
ド
ル
か
ら
二
五
〇
ド
ル
の
費
用
が
か
か
り
、
か
つ
、
母
子
に
と
っ
て
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。

相
対
多
数
意
見
は
、
こ
の
解
釈
は
誤
っ
て
い
る
と
す
る
。
相
対
多
数
意
見
に
よ
れ
ば
、
制
定
法
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
法
全
体
の
規
定

や
法
の
目
的
に
目
を
向
け
、
憲
法
上
の
難
点
を
回
避
す
る
よ
ぅ
に
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
独
立
生
存
可
能
性
の
検
査
の

規
定
が
意
味
を
も
つ
の
は
、
後
段
を
独
立
生
存
に
関
す
る
補
助
的
な
認
定
に
役
立
つ
検
査
を
必
要
と
す
る
と
読
む
と
き
だ
け
で
あ
る
。
も
し
、

医
師
の
判
断
で
は
検
査
が
独
立
生
存
可
能
性
に
は
無
関
係
で
母
子
に
危
険
で
あ
っ
て
も
、
明
記
さ
れ
て
い
る
三
種
類
の
認
定
に
必
要
な
検
査

が
ど
ん
な
と
き
で
も
必
要
と
解
釈
す
る
な
ら
、
前
段
の
、
医
師
は
合
理
的
な
職
業
上
の
ス
キ
ル
と
判
断
を
適
用
す
べ
し
と
い
う
要
件
に
反
す

る
こ
と
に
な
る
。
で

ズヽ
ト
リ
州
法
の
独
立
生
存
可
能
性
検
査
の
規
定
は
、
母
親
の
健
康
で
は
な
く
人
間
の
生
命
の
可
能
性
の
保
護
と
い
う
州

の
利
益
の
増
進
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
」

ロ
ー
判
決
で
は
、
こ
の
利
益
が
人
工
妊
娠
中
絶
の
規
制
を
正
当
化
す
る
強
度
に
な
る
の
は
胎
児
の
独
立
生
存
時
以
降
で
あ
る
。
ロ
ー
判
決

の
厳
格
な
二
半
期
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
違
憲
と
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
我
々
の
法
制
度
の
要
で
あ
る
先
例
拘
束
性
の
原
理
は
憲

法
訴
訟
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
「我
々
は
、
『理
論
的
に
不
合
理
で
実
際
に
は
機
能
し
な
い
』
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
前

の
憲
法
解
釈
の
再
検
討
を
控
え
て
こ
な
か
っ
た
。
我
々
は
、
ロ
ー
判
決
の
三
半
期
の
枠
組
み
は
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
該
当
す
る
と
考
え
る
」



相
対
多
数
意
見
は
、
そ
の
理
由
を
二
つ
あ
げ
る
。
①
ロ
ー
判
決
の
枠
組
み
の
キ
ー
と
な
る
要
素
は
、
憲
法
の
テ
ク
ス
ト
に
も
、
憲
法
原
理

を
見
つ
け
よ
う
と
期
待
す
る
ほ
か
の
ど
こ
に
も
、
そ
の
存
在
を
見
い
だ
せ
な
い
―
―
憲
法
解
釈
と
い
う
よ
り
も
立
法
に
近
い
。
②
人
間
の
生

命
の
可
能
性
の
保
護
と
い
う
州
の
利
益
は
、
ど
う
し
て
独
立
生
存
以
降
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
独
立
生
存
の
前
後
に
厳

格
な

一
線
が
あ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
。

「問
題
の
検
査
が
人
工
妊
娠
中
絶
の
費
用
を
増
加
さ
せ
、
胎
児
の
独
立
生
存
可
能
性
を
判
断
す
る
医
師
の
裁
量
を
規
制
す
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
そ
し
て
、
検
査
の
結
果
、
多
く
の
場
合
、
胎
児
は
独
立
生
存
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
る
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
、
検
査
は
実
際
に

は
第
２
三
半
期
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
検
査
の
要
件
が
、
人
間
の
生
命
の
可

能
性
の
保
護
と
い
う
州
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
と
に
満
足
す
る
」

最
後
に
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
ミ
ズ
ー
リ
州
と
、
「法
廷
の
友
」
と
し
て
連
邦
政
府
が
ロ
ー
判
決

の
変
更
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
相
対
多
数
意
見
は
、
ロ
ー
判
決
と
本
件
で
は
争
点
が
異
な
る

（
ロ
ー
判
決
の
テ
キ

サ
ス
州
法
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
刑
事
罰
を
加
え
る
）
こ
と
を
理
由
に
、
ロ
ー
判
決
と
そ
れ
に
続
く
判
例
を
修
正
し
限

定
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

ロ
ー
判
決
を
首
の
皮

一
枚
の
と
こ
ろ
で
救
っ
た
の
は
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
だ
っ
た
。
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
は
、
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
廷
意

見
に
同
調
す
る
が
、
独
立
生
存
可
能
性
の
検
査
の
要
件
に
つ
い
て
は
多
少
見
解
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
州
法
の
解
釈
に
つ
い
て
は
相
対

多
数
意
見
を
支
持
す
る
が
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
こ
の
要
件
を
合
憲
と
す
る
こ
と
は
ロ
ー
判
決
を
初
め
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
先
例
と
衝

突
す
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
ロ
ー
判
決
の
憲
法
上
の
正
当
性
の
再
検
討
は
不
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
胎
児
が
独

立
生
存
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
検
査
が
医
学
上
無
謀
な
も
の
で
な
い
と
き
に
、
そ
の
判
定
に
役
立
つ
検
査
を
求
め
る
こ
と
は
女
性
の
人
工

妊
娠
中
絶
の
決
定
に
不
当
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
例
に
よ
れ
ば
、
独
立
生
存
の
可
能
性
が
あ
る
と
き
に
州
は
生
命

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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の
可
能
性
の
保
護
と
い
う
利
益
を
増
進
で
き
る
。
ロ
ー
判
決
に
つ
い
て
は
、
州
の
人
工
妊
娠
中
絶
規
制
法
の
合
憲
性
が
ロ
ー
判
決
の
憲
法
上

の
正
当
性
い
か
ん
に
左
右
さ
れ
る
と
き
に
は
、
再
検
討
す
る
時
期
も
来
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

ス
カ
リ
ア
裁
判
官
も
他
の
点
に
つ
い
て
は
法
廷
意
見
に
賛
成
す
る
が
、
や
は
り
独
立
生
存
可
能
性
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判

官
と
正
反
対
の
立
場
か
ら
相
対
多
数
意
見
か
ら
離
脱
す
る
。
要
す
る
に
、
相
対
多
数
意
見
が
実
質
に
お
い
て
、
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
し
た

こ
と
は
正
し
い
が
、
判
例
変
更
は
も
っ
と
明
示
的
に
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
司
法
の
自
制
と
い
う
基
本
的
ル
ー
ル
は
我
々
が

ロ
ー
判
決
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
回
避
さ
せ
る
』
と
い
う
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
の
主
張
は
真
面
目
に
取
グ
上
げ
る
価
値
が
な
い
」
な
ど
と
非
常

に
挑
戦
的
で
あ
る
。

一
方
、
中
絶
支
持
派
の
反
対
意
見
で
あ
る
。
ま
ず
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
反
対
意
見
に
は
、
ブ
ン
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
両
裁
判
官
が

同
調
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
反
対
意
見
は
、
「相
対
多
数
意
見
が
、
法
と
我
々
の
確
立
さ
れ
た
先
例
を
無
視
す
る
こ
と
を
か
く
も
助
長
す

る
判
断
を
示
し
た
こ
と
は
私
の
記
憶
に
な
い
≒
相
対
多
数
意
見
が
か
く
も
欺
職
的
な
や
り
方
で
そ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
私
の
記
憶

に
な
い
」、
「本
件
の
相
対
多
数
意
見
は
、
ロ
ー
判
決
を
は
っ
き
り
と
亡
き
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
人
々
へ
の
ウ
イ
ン
ク
、
頷
き
、
そ
し
て
訳

知
り
の
日
配
せ
に
満
ち
て
い
る
」
と
す
る
な
ど
、
冒
頭
か
ら
い
た
く
刺
激
的
な
表
現
の
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
判
決
の
結
果
、

「私
は
、
当
裁
判
所
の
尊
厳
と
当
裁
判
所
へ
の
国
民
の
評
価
を
懸
念
す
る
」
と
ま
で
い
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
反
対
意
見
も
独
立
生
存
可
能
性
の
検
査
を
要
求
す
る
規
定
が
本
件
の
焦
点
と
み
る
。

第

一
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
反
対
意
見
は
、
独
立
生
存
可
能
性
の
検
査
に
関
す
る
相
対
多
数
意
見
の
解
釈
は
、
法
の
明
文
に
反
す
る
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
法
の
文
言
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
独
立
生
存
可
能
性
の
認
定
や
妊
婦
や
胎
児
へ
の
健
康
上
の
リ
ス
ク
や
付
加
的
な
費
用
に
関
係

な
く
、
医
師
は
、
胎
児
の
妊
娠
週
数
、
体
重
及
び
肺
の
発
達
を
認
定
す
る
の
に
必
要
な
検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に

解
釈
す
れ
ば
、
独
立
生
存
可
能
性
の
検
査
の
規
定
は
、
ロ
ー
判
決
の
枠
組
み
に
関
係
な
く
、
最
小
限
の
合
理
性
の
基
準
に
も
合
格
し
な
い
。



ひ
る
が
え
っ
て
、
フ」
の
規
定
の
解
釈
が
相
対
多
数
意
見
の
と
お
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、第
２
三
半
期
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
費
用
の
増
加
を
伴
っ

た
と
し
て
も
、
「
ロ
ー
判
決
の
枠
組
み
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
の
理
論
に
基
づ
き
楽
に
支
持
さ
れ
る
」
と
し
て
、
「相
対
多
数
意

見
は
、
そ
の
支
持
さ
れ
な
い
解
釈
と
ロ
ー
判
決
の
三
半
期
の
枠
組
み
と
の
矛
盾
を
誇
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
学
の
劇
的
な
縮
小
を
企

ん
で
い
る
」
と
非
難
し
て
い
る
。

次
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
反
対
意
見
は
、
ロ
ー
判
決
擁
護
論
を
展
開
す
る
。
相
対
多
数
意
見
は
、
単
に
ロ
ー
判
決
は
誤
り
だ
と
主
張
す
る
だ

け
で
、
「本
件
の
根
底
に
あ
る
真
の
法
律
論
争
―
―
憲
法
が
多
く
の
先
例
で
承
認
さ
れ
て
き
た

『列
挙
さ
れ
て
い
な
い
』
一
般
的
な
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
を
含
む
も
の
な
の
か
」
に
言
及
さ
え
し
な
い
―
―
こ
れ
こ
そ
が
、
両
当
事
者
、
訟
務
長
官
、
そ
し
て
か
つ
て
な
い
多
く
の

「法
廷
の

友
」
に
よ
っ
て
論
争
さ
れ
た
問
題
で
あ
り
、
こ
う
し
た
根
拠
に
基
づ
き
本
件
は
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

相
対
多
数
意
見
は
、
ロ
ー
判
決
の
枠
組
み
は
憲
法
に
そ
の
文
言
が
見
当
た
ら
ず
憲
法
と
矛
盾
す
る
も
の
と
論
難
す
る
だ
け
で
、
そ
の
論
法

で
い
け
ば
、
我
々
は
、
名
誉
毀
損
に
関
す
る

「現
実
的
悪
意
」
の
基
準
な
ど
多
く
の
憲
法
理
論
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
三
半
期

の
枠
組
み
は
人
工
妊
娠
中
絶
の
文
脈
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と
州
の
利
益
と
の
調
整
を
定
義
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
判
例
の
核
心
に
位

置
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
相
対
多
数
意
見
は
、
三
半
期
の
枠
組
み
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
法
的
ル
ー
ル
に
帰
す
る
と
非
難
す
る
が
、

そ
れ
は
、
他
の
分
野
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
我
々
が
司
法
の
役
割
を
踏
み
外
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
注
意
深
く
正
義
を
実
現
す
る
と

い
う
義
務
に
誠
実
な
こ
と
に
よ
る
。

最
後
に
、
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
州
の
利
益
は
、
独
立
生
存
以
降
だ
け
で
な
く
妊
娠
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
三
半
期
の
枠
組
み
は
有
効
で
は
な
い
と
す
る
相
対
多
数
意
見
の
主
張
に
対
し
て
は
、
「胎
児
が

『人
』
で
あ
る
と
い
う
宗
教

的
見
解
を
採
用
し
な
い
か
ぎ
り
、
胎
児
と
人
間
と
の
間
に
は
根
本
的
か
つ
十
分
に
承
認
さ
れ
て
き
た
相
違
が
あ
る
」
と
い
う
ソ
ー
ン
バ
ー
グ

判
決
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
同
意
意
見
を
引
い
て
、
ロ
ー
判
決
の
枠
組
み
は
、
妊
婦
に
、
基
本
的
権
利
行
使
の
た
め
の
十
分
な
時
間
を
与
え
つ

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
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七
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つ
人
工
妊
娠
中
絶
を
規
制
す
る
た
め
の
容
易
に
適
用
し
う
る
基
準
を
確
立
し
て
い
る
と
反
論
し
て
い
る
。

相
対
多
数
意
見
が
、
生
命
の
可
能
性
の
保
護
と
い
う
州
の
利
益
を
増
進
す
る
の
で
、
検
査
の
規
定
は
差
し
支
え
な
い
と
す
る
点
に
関
し
て

は
、
こ
れ
は
、
天
口
理
的
根
拠
」
の
審
査
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
ず
、
ロ
ー
判
決
で
、
最
高
裁
判
所
が
、
女
性
は
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
か
否
か
を

決
定
す
る
、
限
定
的
な
憲
法
上
の
基
本
的
権
利
を
も
つ
と
承
認
し
た
こ
と
を
全
く
無
意
味
な
も
の
に
し
て
い
る
。

「
か
く
し
て
、
…
…
相
対
多
数
意
見
は
、
前
世
代
の
画
期
的
判
決
を
捨
て
、
憲
法
は
、
子
を
生
む
と
い
う
女
性
の
ユ
ニ
ー
ク
な
能
力
に
つ

い
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
使
す
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
と
信
ず
る
に
至
っ
た
こ
の
国
の
す
べ
て
の
女
性
の
希
望
と
見
方
を
暗
闇
に
投
じ

た
。
相
対
多
数
意
見
が
そ
う
す
る
の
は
、
多
く
の
女
性
と
そ
の
家
族
が
生
殖
の
選
択
の
権
利
を
前
提
に
そ
の
生
活
を
築
き
、
こ
の
権
利
が
、

ア
メ
リ
カ
人
の
経
済
的

・
政
治
的
歩
み
へ
の
女
性
の
完
全
な
参
加
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
鈍
感
だ
か
ら
で
あ
る
」

最
後
に
、
判
例
変
更
に
つ
い
て
、
「多
く
の
人
々
に
個
人
の
基
本
的
自
由
を
確
保
し
た
憲
法
判
例
を
覆
す
の
は
、
我
々
の
二
百
年
の
憲
法
の

歴
史
に
お
い
て
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」
の
に
、
「相
対
多
数
意
見
は
、
社
会
や
法
の
変
化
が
ロ
ー
判
決
と
そ
れ
に
続
く
数
多
く
の
判
決
の

破
棄
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
重
い
立
証
責
任
を
果
た
そ
う
と
真
面
目
に
試
み
て
い
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
反
対
意
見
は
、
そ
れ
以
外
の
規
定
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
、
長
大
な
脚
注

一
の
な
か
で
論
じ
て
い
る
。
そ
の
要

旨
は
、
前
文
は
、
女
性
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
の
行
使
を
萎
縮
さ
せ
、
医
療
専
門
家
の
自
由
に
重
荷
を
負
わ
せ
る
し
、
Ｉ
Ｕ
Ｄ
な
ど
の
避

妊
具
の
使
用
に
介
入
す
る
、
ま
た
、
公
的
施
設
及
び
公
務
員
の
人
工
妊
娠
中
絶
へ
の
関
与
禁
止
は
―
―
メ
イ
ハ
ー
判
決
な
ど
と
違
っ
て
―
―
、

州
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
医
療
機
関
は
す
べ
て

「公
的
」
Ｃ
諄
】】こ

と
定
義
す
る
こ
と
で
、
州
の
経
済
的
権
限
を
最
大
限
に
使
っ
て
人
工

妊
娠
中
絶
に
不
可
欠
な
施
設
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
市
民
の
憲
法
上
の
権
利
の
行
使
を
抑
制
す
る
の
で
、
と
も
に
違
憲
で
あ
る
と
す
る
。

ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
の
反
対
意
見
は
、
公
的
施
設

・
公
務
員
の
関
与
禁
止
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
反
対
意
見
に
賛
成
し
、
独

立
生
存
可
能
性
の
検
査
に
つ
い
て
は
、
独
立
生
存
可
能
性
の
判
断
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
独
立
生
存
可
能
で
は
な
い
胎
児
の
生
命



の
可
能
性
を
保
護
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
で
、
違
憲
で
あ
る
と
す
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
反
対
意
見
が
特
に
強
調
す
る
の
は
、
前
文
の

違
憲
性
で
、
避
妊
に
関
す
る
憲
法
上
の
権
利
を
認
め
た
グ
リ
ズ
ウ
オ
ル
ド
判
決
に
矛
盾
し
、
認
識
し
得
る
世
俗
的
目
的
が
な
い
の
に
ク
リ
ス

チ
ヤ
ン
の
教
義
を
無
条
件
に
是
認
し
て
い
る
点
で
政
教
分
離
条
項
に
違
反
す
る
と
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
可
能
性
と
し
て
は
語
ら
れ
て
き
た
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
が
こ
こ
に
き
て
現
実
味

を
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。
四
人
の
裁
判
官
が
そ
れ
を
主
張
し
、
五
人
目
の
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
も
、
こ
の
判
決
で
は
、
ロ
ー
判
決
へ

（の
味
度
を

明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
ア
ク
ロ
ン
判
決
の
反
対
意
見
な
ど
か
ら
み
れ
ば
、
必
要
な
第
五
票
を
提
供
し
そ
う
な
雲
行
き
だ
っ
た
。

と
も
か
く
、
当
面
は
、
オ
ヨ
ナ
ー
裁
判
官
が
―
―
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
に
か
わ
っ
て
―
―
人
工
妊
娠
中
絶
事
件
の
鍵
を
握
り
そ
う
な
状
況
と

（６２
）

な

っ
た
の
で
あ
る
。

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
に
は
批
判
的
な
見
方
が
多
い
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
オ
ル
セ
ン
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
は
法
は
中

立
で
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
法
の
正
統
性
へ
の
信
頼
を
疑
わ
し
め
る
、
と
批
判
「
が
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「平
等
保
護
は
、
法
が
、
男

性
だ
け
で
な
く
女
性
の
現
実
に
適
合
し
、
女
性
へ
の
差
別
の
痕
跡
を
取
り
除
き
、
女
性
の
生
命
を
男
性
の
そ
れ
と
同
様
に
尊
重
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
」
と
い
う
前
提
か
ら
、
「中
絶
規
制
法
は
、
女
性
の
従
属
的
地
位
を
反
映
し
、
広
範
に
強
化
す
る
」
と
し
て
、
男
女
平
等
の
観
点
か

（６４
）

ら
、
中
絶
規
制
を
論
ず
る
。

こ
の
時
期
を
前
後
し
て
、
中
絶
規
制
は
性
差
別
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
（饗

。
松
井
茂
記
は
、
「妊
娠
中
絶
の
問
題

は
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
性
差
別
の
問
題
だ
と
す
る
見
解
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る（望
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
論

点
は
、
決
し
て
無
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ソ
ー
ン
バ
ー
グ
判
決
の
法
廷
意
見
や
後
の
ケ
イ
シ
ー
判
決
の
共
同
意
見
に
、
そ
れ
な
り

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

（現
最
高
裁
判
所
裁
判
官
）
の
よ
う
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
論
ず
る
に
は
男
女
平

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三

・
完
）

四
九
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五
〇

等
の
観
点
も
重
要
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば

「変
化
が
大
き
す
ぎ
る
の
に
理
由
づ
け
が
不
十
分
な
（『

ロ
ー
判
決
も
説
得
力
を
増
し
た
と
い
う
主

張
は
う
な
ず
け
る
が
、
中
絶
規
制
が
性
差
別
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
議
論
は
、
従
来
の
判
例
理
論
の
枠
組
み
で
は
支
持
さ
れ
に
く
い
の
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

（５７
）
口
・＞
国
翼
ｒ口
＞
〓
ヽ
「
ｃ
∽↓
ＨΩ
あ
鮨

り
四
あ
∪
”
Ｚ
↓
∽
∞
Ｏ
Ｐ
Ｏ
ｏＯこ
・

（５８
）
”
緞
喝。●
雰

ｏ
ｈ
諄
①
Ｃ
ａ
く
ｑ
の中質

ｏ
喘
ｏ
ュ
い♂
員
」
”
メ

ω
”
Ｆ
Ｆ
♪
卜ω
∞
Ｃ
あ
。
い０
０
つ
０
「∞〉

（
５９

）

Ｆ
，∪
「
路

同
２

鮨

「
【

８

ド

界

ン
・
窪

り
３

８

け
Ｏ

Ｓ

Ｌ

こ

ミ

鮨

ミ

ド

（
６０
）
４
一
ｏ
げ
峰
①
『
メ

”
ｏ
り
『
ｏ
』
●
ｏ
一
いく
Ｏ
目
の
ユ
諄

∽
ｑ
■
ｏ
ｏ
′

卜
Ｏ
Ｎ
Ｃ
あ
・
卜
Ｏ
ｏ
曾
０
∞
ｅ
・

（６．
）
新
任
の
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
が
、
人
工
妊
娠
中
絶
、
死
刑
、
公
民
権
、
そ
し
て
刑
事
手
続
に
関
す
る
一
連
の
五
対
四
の
保
守
的
判
決
に

決
定
的
な
第
五
票
を
投
じ
た
こ
の
開
廷
期
に
つ
い
て
、
「憲
法
の
消
滅
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
Ｑ
螢
づ
①ユ
房
Ｆ
郡
↓
Ｆ
∽
ε
お
日
ｏ
ｏ
８
ユ
・

Ｈ
Ｏ
∞
∞
哺
ご
コ
ロ
‐
■
「
ｏ
『
Ｑ
■
０
『
鮎
¨
哺
ぽ
①
く
理
Ｒ
２
出
口
”
Ｏ
ｏ
原
浄
〓
●
出
ｏ
●
・
Ｈ
ｏ
∞
用
出
＞
”
く
。い
。男
∪
く
。
卜
ω
（Ｈ
Ｏ
∞
０
〉

（６２
）
「…
…
真
の
聴
衆
は
、
ひ
と
り
の
女
性
で
あ
る
。
サ
ン
ド
ラ
・
デ
イ

・
オ
ヨ
ナ
ー
ー
＝
最
高
裁
判
所
裁
判
官
と
な
っ
た
史
上
唯

一
人
の

女
性
―
―
が
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
の
将
来
を
ひ
と
り
で
決
定
で
き
る
立
場
に
あ
る
」。　
国
降
」【多

仲

∽
・
【【いく
”
Ｆ

＞
げ
Ｏ諄
いｏ
●
「
ｏ
甲

〓
ｏ
資

超
ゴ
一
一】耐

ｈ
ｏ
『
“
●
＞
口
Ｒ
Ｒ
”ｏ
①
ｏ
」
〇
●
ｐ

Ｈ
ω
∞
Ｃ
「
ン
Ｆ
困
〕メ

ド
Ｈ
Ｐ

ド
Ｎ
Ｎ
〓Ｎ
ω
（い
０
∞
０
〉

〇
お
Ｑ
ｒ
Ｃ
日
「“
く
①
辱
“

０
９
〓
Ｈ
ｏ
ヨ
【∽
ｐ

ド
ｏ
∞
目
＞
”
メ
ｒ
鮨
Ｈ
メ

ド
ｏ
ｐ

Ｈ
∞
い
０
０
∞
３
・

【ヽ
・

，
一
Ｈ
Ｈ
Ｏ
‐Ｎ
Ｏ
・

∽
お
係お
Ｆ
”
ｏ
”
の
ｏ
ユ
腰
〕
や
ｏ
日

諄
５

”
０
一
Ч
“
＞

口
中降
ｏ
『
【ｏ
ユ

リ
ｏ
『
の
ｏ
①
ｏ
一】く
Ｏ
Ｏ
●
＞
び
Ｏ
諄
ざ
●
”
総
宮
Ｆ
汁ざ
●
”
●
ヽ
Ｄ
●
①
降
』９
あ

ｏ
喘
Ｕ
ｏ
●
巴
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（
６６
）

（
６７
）

一
〇
　
ホ
ジ
ソ
ン
判
決

（
一
九
九
〇
年
）
―
―
両
親
へ
の
通
知
要
件
―
―
流
れ
が
変
わ
る
兆
し
？

ミ
ネ
ソ
タ
州
法
は
、　
一
定
の
例
外
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
、　
一
八
歳
未
満
の
女
性
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
、
両
親
の
双
方
へ
の

通
知
し
た
後
、
四
八
時
間
を
経
過
し
な
け
れ
ば
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
た
（第
二
項
）。
ま
た
、
同
法
は
、
第
二
項
に
つ
い
て
、

裁
判
所
が
施
行
を
差
し
止
め
た
場
合
に
は
、
妊
婦
が
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
人
工
妊
娠
中
絶
を
す
る

（そ
の
こ
と
で
第
二
項
の
違
憲
性
を
救

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一

「
『
〇
一
〇
０
け
いＯ
い
。
ト
ト
∽
↓
＞
Ｚ
・Ｆ
・”
同
く
。
Ｎ
ｏ
Ｈ
（日
０
０
卜
）
〕
の
キ
み
び
颯

”
・
∽
ｏ
目
】Φ
由
ゴ
一Ｑ
Ｅ
咀

，
一
の
Ｏ
●

」Ｐ
●
け
〇
い
ｏ
口
ＰЧ

”
い
Ｏ

Ｕ
ρ
口
”
〓
一
Ч

【●

”
①
【“
一
【Ｏ
い

い
０

”
ｏ
①
メ
Ｊ
ご
鮎
ｐ
一ω
Ｚ
・０
。ｒ
』
師
ど♂
∞Ｎｏ
０
０∞ｇ
。

松
井
、
前
掲
注

（１５
）
二
六
七
頁
。

ま
た
、
ト
ラ
イ
ブ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
禁
止
が
女
性
の
従
属
的
地
位
の
固
定
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
男
女
平
等
の

観
点
が
最
高
裁
判
所
に
は
欠
落
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
女
性
の
自
律
を
重
視
し
、
特
に
、
望
ま
な
い
出
産
に
よ
る
女

性
へ
の
悪
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
と
い
う
前
提
か
ら
、
胎
児
と
女
性
の
特
別
な
関
係
に
お
い
て
は
、
胎
児
の
生
命
よ
り
重
視
せ
ざ
る
を

得
な
い
―
―
胎
児
は
妊
婦
の
身
体
に
完
全
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
点
で
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、妊
婦
だ
け
が
胎
児
の
生
命
の
権
利
に
対

応
で
き
る
期
間
は
、
州
は
女
性
の
自
律
に
介
入
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
ト
ラ
イ
ブ
は
、
女
性
の
生
命
・
健
康
・自
律
は
、
女
性

の
子
宮
以
外
で
は
独
立
生
存
で
き
な
い
胎
児
の
生
命
よ
り
重
い
と
い
う
判
断
か
ら
、
結
論
と
し
て
は
、
独
立
生
存
で
線
を
引
い
た
ロ
ー

判
決
は
妥
当
と
し
、
憲
法
上
の

「基
本
的
権
利
」
の
解
釈
は
州
議
会
に
な
じ
ま
な
い
す
る
。
Ｆ
。↓
四
ω
炉
り」
「
”
Ｄ
ｏ
８
８
。詳
お
３
‐認
・

〔“
日昴
σ
●
■ｍ
・
０●
づ
『“
●
０
け０
０ぃ
ヽ
”
け
∞『０
・
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二

う
）、
い
わ
ば
バ
イ
パ
ス
の
規
定
を
定
め
て
い
た

（第
六
項
）
。
連
邦
地
裁
は
、
こ
の
州
法
を
全
体
と
し
て
、
違
憲
と
判
断
し
た
。
第
八
巡
回

区
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
い
っ
た
ん
は
、
地
裁
判
決
を
支
持
す
る
違
憲
判
決
を
下
し
た
が
、
全
裁
判
官
に
よ
る
再
審
理
は
、
第
二
項
に
つ
い
て

全馨に潮け演端″懸白い御詢嘲赤つ項れ「い数恥特嶋暉』腱爆郷湖纂鶴ず鮮学
原判決を支持した（理。違憲判断の部分につ

い
て
は
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
が
五
対
四
の
法
廷
意
見
を
述
べ
た
。
し
か
し
、第
六
項
の
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
そ
の
な
か
か
ら
オ
コ
ナ
ー

裁
判
官
が
離
脱
し
、
全
体
と
し
て
合
憲
と
す
る
四
裁
判
官
と
と
も
に
、
理
由
づ
け
で
は
一
致
し
な
か
つ
た
が
、
合
憲
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。

結
局
、
「最
高
裁
判
所
の
結
論
の
両
方
の
部
分
に
同
意
し
た
の
は
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
だ
け
だ
っ
た
（『

法
廷
意
見
で
は
、
ま
ず
、
連
邦
地
裁
の
認
定
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
在
で
は
、
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
、
未
成
年
者
の

五
〇
％
が
両
親
の
双
方
と
同
居
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
通
知
要
件
は
、
そ
う
し
た
家
庭
に
特
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
両
親
の

双
方
と
同
居
し
て
い
る
家
庭
で
も
、
家
庭
内
暴
力
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
痛
ま
し
い
ほ
ど
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
、
特
に
悪
影
響
が
あ

′つ
。こ

の
認
定
を
踏
ま
え
て
、
法
廷
意
見
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

通
知
を
望
ん
で
い
る
か
、
そ
し
て
、
そ
の
子
の
養
育
の
責
任
を
引
き
受
け
て
き
た
か
に
関
係
な
く
、
両
親
の
双
方
に
通
知
せ
よ
と
い
う
要

件
が
、
州
の
い
か
な
る
正
当
な
利
益
を
も
増
進
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
両
親
の
同
意
要
件
や
通
知
要
件
の
通
常
の
理
由

は
両
親
の
権
限
を
支
持
し
未
成
年
者
の
決
定
が
賢
明
に
な
さ
れ
る
よ
う
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
利
益
は
、
両
親
の
ひ
と
り
に
通
知
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
か
な
え
ら
れ
る
。
理
想
的
な
家
庭
で
は
、
両
親
の
ど
ち
ら
か
に
知
ら
せ
れ
ば
、
そ
れ
は
両
親
の
双
方
に
知
ら
せ
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
多
く
の
家
庭
で
は
、
知
ら
せ
を
受
け
た
親
が
、
も
う

一
方
の
親
に
通
知
す
る
の
は
未
成
年
者
を
手
助
け
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
自
分
の
胸
に
し
ま
っ
て
お
く
か
も
し
れ
な
い
。



さ
ら
に
、
こ
の
通
知
要
件
は
、
困
難
な
家
庭
で
の
未
成
年
者
の
保
護
や
援
助
と
い
う
州
の
利
益
を
か
え
っ
て
阻
害
す
る
。
離
婚
し
て
い
て
、

片
方
の
親
に
監
護
権
が
な
か
っ
た
り
、
子
の
養
育
に
参
加
し
て
い
な
い
場
合
や
、
片
方
の
親
が
子
を
遺
棄
し
た
り
暴
力
を
加
え
た
り
し
て
い

る
場
合
で
あ
る
。

最
後
に
、
子
の
健
康
、
福
祉
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
州
法
や
連
邦
法
の
両
親
の
同
意
条
項
が
両
親
の
片
方
の
同
意
で
足
り
る
と
す
る
な
か

で
、
両
親
の
双
方
へ
の
通
知
を
求
め
る
ミ
ネ
ソ
タ
州
法
は
異
例
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
当
該
要
件
の
不
合
理
さ
と
、
よ
り
負
担
の
少
な
い

手
段
を
選
択
し
得
る
容
易
さ
と
を
例
証
し
て
い
る
。

「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」
を
違
憲
と
す
る
部
分
は
反
対
意
見
と
な
っ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
は
、
こ
の
州
法
の
焦
点
は
、
両

親
の
片
方
で
は
な
ぐ
双
方
の
関
与
を
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
、
裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
に
よ
っ
て
も
こ
の
問
題
点
は
解
決

さ
れ
な
い
と
し
て
い
る

（こ
の
通
知
要
件
が
、
片
方
の
親
に
通
知
し
た
後
四
八
時
間
待
機
な
ら
ば
、
州
の
正
当
な
利
益
の
増
進
に
合
理
的
に

関
連
す
る
と
い
う
部
分
は
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
だ
け
が
同
調
し
て
い
る
）。

オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
は
、
法
廷
意
見
の
大
半
に
同
調
し
た
が
、
違
憲
判
決
を
見
越
し
た
州
法
の

「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
中

絶
反
対
派
と
と
も
に
合
憲
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
未
成
年
者
が
バ
イ
パ
ス
の
手
続
で
両
親
へ
の
通
知
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
両
親
の
双
方
へ
の
通
知
要
件
が
も
た
ら
す
家
庭
内
へ
の
介
入
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
の
同
意
意
見

（
一
部
反
対
意
見
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
各
裁
判
官
同
調
）
は
、
両
親
の
双
方
へ
の
通
知
要
件
、

「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」
と
も
違
憲
で
あ
る
と
す
る
。
要
す
る
に
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
未
成
年
者
に
対
し
て
、
州
が
両
親
―
―
片

方
の
親
で
あ
っ
て
も
―
＝
に
知
ら
せ
た
り
相
談
し
た
り
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
を
憲
法
は
認
め
て
い
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
次
の
よ
う
に
付
け
加
え
て
い
る
。

「
ロ
ー
判
決
は
、
な
お
、
国
法
で
あ
る
。
実
際
に
、
本
日
の
判
決
は
、
五
人
の
裁
判
官
が
女
性
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
制
限
す
る
州

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
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四

法
を
違
憲
と
す
る
票
を
投
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
判
決
の
正
当
性
を
再
確
認
し
て
い
る
」

ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
反
対
意
見

（
一
部
結
果
的
同
意
意
見
）
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
コ
ー
ド
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
こ
の
試
み
と
我
々
に
は

そ
の
権
限
が
あ
る
と
い
う
幻
想
に
引
き
続
き
反
対
す
る
と
し
て
い
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の
反
対
意
見
２

部
結
果
的
同
意
意
見
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
首
席
裁
判
官
、
ホ
フ
イ
ト
、
ス
カ
リ
ア
各
裁
判
官
同
調
）

は
、
未
成
年
者
の
福
祉
・養
育
に
関
す
る
両
親
の
権
限
を
強
調
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
両
親
へ
の
通
知
・同
意
を
要
件
と
す
る
こ
と
は
州
法
・

連
邦
法
で
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
離
婚
・別
居
し
た
親
で
も
子
の
養
育
へ
の
責
任
を
分
担
さ
せ
よ
う
と
い
う
最
近
の
潮
流
か
ら
す
れ
ば
、

本
件
の
州
法
は
、
そ
う
し
た
一
般
原
則
を
人
工
妊
娠
中
絶
に
も
当
て
は
め
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
同
意
要
件
と
通
知
要
件
の
違
い

は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
州
法
は
人
工
妊
娠
中
絶
へ
の
絶
対
的
な
障
害
で
は
な
く
、
競
合
す
る
利
益
―
―
未
成
年
者
と
両
親
の
―
―
の

調
整
の
結
果
で
あ
る
と
し
て
、
メ
イ
ズ
ソ
ン
判
決
に
従
い
、
「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」が
な
く
と
も
、
合
憲
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
件

の
よ
う
な
非
常
に
微
妙
な
争
点
に
関
し
て
は
、
「民
主
主
義
に
お
い
て
、
そ
の
解
決
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
適
切
な
の
は
議
会
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。

ホ
ジ
ソ
ン
判
決
に
つ
い
て
は
、
「妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
基
本
的
権
利
に
対
す
る
最
新
の
侵
急
一
と
い
う
厳
し
い
評
価
も
あ
る
が
、
一
九
七
九

年
の
ベ
ロ
ッ
テ
イ
判
決
の
パ
ウ
エ
ル
相
対
多
数
意
見
で
示
し
た
基
準
に
ヽ
最
高
裁
判
所
が
、
な
お
従

っ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
い
え

′つ
。ま

た
、
冷
静
に
振
り
返
れ
ば
、
生
命
支
持
派
の
ロ
ー
判
決
反
対
戦
略
が
最
終
段
階
で
実
を
結
ば
な
か
っ
た
こ
と
の
伏
線
が
み
ら
れ
る
。
パ

ウ
エ
ル
裁
判
官
に
代
わ
っ
て
ス
ウ
ィ
ン
グ

・
ボ
ー
ト
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
が
、
大
筋
で
、
中
絶
支
持
派
に
同
調
し
た

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ク
ロ
ン
判
決
の
反
対
意
見
で
、
最
高
裁
判
所
の
一
連
の
判
決
へ
の
厳
し
い
批
判
を
述
べ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
大
き

な
変
化
で
あ
る
。



な
お
、
同
日
の
判
決
で
、
最
高
裁
判
所
は
、　
一
八
歳
未
満
の
女
性

（未
婚
で
自
立
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
）
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い

て
、
「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」付
き
で
両
親
の
片
方
に
通
知
す
る
こ
と
を
刑
事
罰
を
担
保
に
義
務
づ
け
る
オ
ハ
イ
オ
州
法
を
六
対
三
で
合
憲
と

判
断
し（燿
。
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
、
第

一
四
修
正
が
両
親
へ
の
通
知
要
件
に
も

「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」
を
求
め
て
い
る
か

否
か
は
と
も
か
く
、
よ
り
強
い
制
約
で
あ
る
同
意
要
件
に
関
す
る
ベ
ロ
ッ
テ
ィ
判
決
の
相
対
多
数
意
見
で
示
さ
れ
た
基
準
が
満
た
さ
れ
て
い

る
以
上
、
本
件
に
は
問
題
は
な
い
と
す
る
。

目
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①
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∽
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ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
が
反
対
意
見
を
述
べ
た

（ブ
ン
ナ
ン
、
マ
ー
シ
ャ
ル
各
裁
判
官
同
調
）。

一
一　
ケ
イ
シ
ー
判
決
２

九
九
二
年
）―
―
五
対
四
で
ロ
ー
判
決
再
確
認
、
た
だ
し
、
厳
格
司
法
審
査
か
ら

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
に

１
　
判
決
ま
で

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
以
後
も
、
中
絶
支
持
派
に
と
っ
て
、
明
る
い
光
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
ウ
ニ
ブ
ス
タ
ー
判
決
が
下
さ
れ
た

一

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
六

九
八
八
年
―
八
九
年
の
開
廷
期
を
も
っ
て
、
ウ
ォ
ー
ン
ン
首
席
裁
判
官
の
引
退
後
二
〇
年
に
わ
た
り
、
「優
れ
た
政
治
手
腕
」
に
よ
っ
て
リ
ベ

ラ
ル
ｏ中
間
派
を
ま
と
め
、
最
高
裁
判
所
の
保
守
化
を
食
い
止
め
て
き
た
ブ
レ
ナ
ン
裁
判
官
が
引
退
し
た
。
ロ
ー
判
決
は
死
ん
だ
も
同
然
だ

っ

た
。
あ
る
専
門
家
は
、
「
こ
れ
で
ロ
ー
対
ウ
エ
イ
ド
判
決
は
ギ
ロ
チ
ン
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
評
し
て
は
♂
。

わ
ず
か
に
、
ホ
ジ
ソ
ン
判
決
で
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
が
ロ
ー
判
決
反
対
派
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
が
救
い
だ
っ
た
が
、　
一
九
九

一
年
に
は
、

初
め
て
の
黒
人
裁
判
官
で
あ
り
、
ロ
ー
判
決
の
強
力
な
支
持
者
の
一
人
で
あ
っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官
も
最
高
裁
判
所
を
去
っ
た
。
リ
ベ
ラ

ル
派
両
巨
頭
の
後
任
は
、
ス
ー
タ
ー
、
ト
ー
マ
ス
の
両
裁
判
官
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
で
上
院
の
同
意
で
物
議
を
か
も
し
た

ト
ー
マ
ス
裁
判
官
は
、
明
ら
か
な
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
派
だ
っ
た
か
ら
―
―
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
に
お
け
る
四
人
組
に
第
五
票
が
加
わ
り
、

ケ
イ
ン
ー
判
決
で
は
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
は
必
至
と
思
わ
れ
（濃

。　
一
九
九

一
年
―
九
二
年
の
開
廷
期
に
お
い
て
、
中
絶
支
持
派
は
、
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
イ
ー
プ
ン
ズ
の
二
人
の
老
裁
判
官
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

２
　
判
決

（７５
）

ケ
イ
シ
ー
判
決
の
最
大
の
争
点
は
、
最
高
裁
判
所
が
ロ
ー
判
決
を
維
持
す
る
の
か
、
判
例
変
更
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
具
体

的
に
は
、
こ
の
争
点
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
人
工
妊
娠
中
絶
規
制
法
の
五
つ
の
規
定
の
合
憲
性
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。

第

一
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
る
女
性
に
イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
を
要
求
し
、
さ
ら
に
、
医
師
は
、
彼
女
に
あ
る
種
の
情
報

を
手
術
の
二
四
時
間
前
ま
で
に
提
供
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。
従
来
の
判
決
で
争
わ
れ
た
例
に
な
ら
っ
て
整
理
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
と
二
四
時
間
待
機
の
要
件
で
あ
る

（州
が
作
成
し
た
書
面
―
―
胎
児
の
状
態
や
出
産
し
た
場
合
に
利
用
可
能
な
援
助
や
父
親
か

ら
の
養
育
費
な
ど
に
関
す
る
―
―
が
提
供
可
能
で
あ
る
旨
の
告
知
を
含
む
）。
第
二
は
、
未
成
年
者
に
つ
い
て
の
両
親
の
同
意
で
あ
る
。
こ
の

規
定
は
、
両
親
の
少
な
く
と
も

一
方
の
同
意
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、
必
要
な
場
合
に
は
、
裁
判
所
が
そ
の
手
続
を
行
い
う
る
こ
と
も
定
め



て
い
た
。
第
二
は
、
夫
へ
の
事
前
通
知
義
務
で
あ
る
。
既
婚
女
性
が
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
、
彼
女
が
夫
に
そ

の
こ
と
を
知
ら
せ
た
旨
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
署
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
第
四
は
、
以
上
の
三
要
件
に
つ
い
て
、
「医
療
上

の
緊
急
時
」
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
を
定
め
る
。
最
後
は
、
報
告
義
務
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
に
、
様
々
の
情
報

を
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
。

第

一
審
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
規
定
を
違
憲
と
判
断
し
た
が
、
州
側
の
上
訴
を
う
け
た
第
二
巡

回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
夫
へ
の
事
前
通
知
義
務
規
定
に
つ
い
て
は
違
憲
と
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
合
憲
と
判

断
し
た
の
で
、
双
方
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
訴
し
た
。

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。
第

一
グ
ル
ー
プ
は
、
従
来
か
ら
の
中
絶
支
持
派
で
、
ロ
ー
判
決
の
厳
格
な

維
持
を
主
張
し
、
「医
療
上
の
緊
急
時
」
の
規
定
を
除
い
て
す
べ
て
の
規
定
が
違
憲
で
あ
る
と
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
、
そ
し
て
、
最
後

の
報
告
義
務
も
合
憲
と
す
る
が
他
の
三
つ
の
要
件
は
違
憲
で
あ
る
と
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
で
あ
る
。
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
、
ロ
ー
判

決
自
体
は
維
持
す
る
も
の
の
そ
の
厳
格
な
枠
組
み
に
つ
い
て
は
変
更
を
認
め
、
問
題
の
州
法
に
つ
い
て
は
、
夫
へ
の
事
前
通
知
義
務
だ
け
を

違
憲
と
判
断
し
そ
れ
以
外
は
合
憲
と
す
る
オ
コ
ナ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
ス
ー
タ
ー
の
三
裁
判
官
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
三
裁
判
官
の
見
解
が
、

最
高
裁
判
所
の
結
論
と
な
っ
た
。
第
ニ
グ
ル
ー
プ
は
、
予
想
さ
れ
た
中
絶
反
対
派
で
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
を
主
張
し
、
す
べ
て
の
規
定

が
合
憲
で
あ
る
と
す
る
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ス
カ
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
の
四
裁
判
官
で
あ
る
。

オ
コ
ナ
ー
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
、
ス
ー
タ
ー
の
三
裁
判
官
の
法
廷
意
見
は
、
最
近
で
は
珍
し
く
共
同
執
筆
の
形
を
と
っ
て
い
る
（た
だ
し
、
ロ
ー

判
決
の
三
半
期
理
論
を
変
更
し
た
部
分
と
州
法
の
大
部
分
を
合
憲
と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
両

裁
判
官
が
同
調
せ
ず
、
相
対
多
数
意
見
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
逆
に
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
を
主
張
す
る
レ
ー
ン
ク
イ

ス
ト
ら
四
裁
判
官
が
、
合
憲
の
結
論
に
の
み
同
調
し
て
い
る
）
。

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
ｏ
完
）

五
七
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八

（
一
）
　

法
廷
意
見

（
一
部
相
対
多
数
意
見
）

「自
由
は
、
不
確
か
な
法
に
は
保
護
を
見
い
だ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
憲
法
は
、
妊
娠
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
を
終

了
さ
せ
る
女
性
の
権
利
を
保
護
し
て
い
る
と
い
う
我
々
の
判
決
か
ら

一
九
年
間
、
そ
の
自
由
の
定
義
に
は
、
今
も
疑
間
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

『法
廷
の
友
』
と
し
て
合
衆
国
政
府
は
、
こ
の
一
〇
年
の
過
去
五
回
の
事
件
と
同
様
、
再
び
、
我
々
に
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
」

ロ
ー
判
決
は
、
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
女
性
の
決
定
が
第

一
四
修
正
の
適
正
手
続
条
項
の
実
体
的
な
要
素
に
よ
っ
て
州
の
介
入
か
ら

保
護
さ
れ
た

『自
由
』
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
権
利
章
典
も
第

一
四
修
正
採
択
時
の
各
州
の
対
応
も
、
そ
う
し
た

『自
由
』
の
実
体
的
な
範

囲
の
限
界
を
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
実
体
的
適
正
手
続
に
関
す
る
主
張
を
判
断
す
る
に
は
、
当
裁
判
所
が
個
人
の
自
由
と
組
織
さ
れ
た

社
会
の
必
要
性
と
の
間
の
境
界
を
画
定
す
る
た
め
の
合
理
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
当
裁
判
所
の
先
例
は
、
結
婚
、
生
殖
、

家
族
関
係
、
育
児
及
び
教
育
、
避
妊
に
個
人
の
決
定
に
憲
法
上
の
保
護
を
与
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
を
生
む
か
否
か
の
決
定
の
よ
う

な
個
人
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
事
項
へ
の
政
府
の
不
当
な
侵
入
か
ら
自
由
で
あ
る
個
人
の
権
利
を
承
認
し
て
き
た
ヽ

ロ
ー
判
決
の
中
核
的

な
判
示
は
、
こ
う
し
た
先
例
の
理
由
づ
け
と
伝
統
を
正
し
く
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
例
拘
束
性
の
原
理

（手
ｏ
鮎
ｏ
ｏ一『いい
ｏ
Ｒ
降
Ｒ
①
鮎
８
】の中じ

を
適
用
す
れ
ば
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
判
示
を
再
確
認
す
べ
き
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
の
判
示
を
再
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
裁
判
所
は
、
そ
の
判
示
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
が
法
の
支
配
の
理
念
に
一
致
す

る
も
の
か
を
審
査
し
判
例
を
維
持
し
た
場
合
と
変
更
し
た
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ス
ト
を
は
か
る
こ
と
を
意
図
し
た

一
連
の
慎
重
か
つ
実
際

的
な
考
慮
に
基
づ
く
判
断
を
し
た
。
「た
し
か
に
ロ
ー
判
決
は
反
対
を
巻
き
起
こ
し
た
が
、
い
か
な
る
意
味
で
も
、
『有
効
に
機
能
し
て
い
な

い
』
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
州
法
が
踏
み
込
め
な
い
限
界
を
画
定
す
る
と
い
う
機
能
を
果
し
て
き
た
」

州
の
権
限
に
対
す
る
ロ
ー
判
決
の
制
約
を
覆
す
こ
と
は
、
コ
一〇
年
間
の
経
済
的
ｏ社
会
的
発
展
の
な
か
で
、
避
妊
に
失
敗
し
た
場
合
に
は



人
工
妊
娠
中
絶
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
信
頼
し
て
、
人
々
は
、
親
密
な
関
係
を
築
き
彼
ら
自
身
と
社
会
で
の
そ
の
役
割
を
ど
う
す
る
か
に
関

す
る
選
択
を
し
て
き
た
と
い
う
事
実
に
目
を
そ
む
け
る
こ
と
に
な
る
。
国
の
経
済
的

・
社
会
的
生
活
に
平
等
に
参
加
す
る
女
性
の
能
力
は
、

自
ら
の
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
き
た
。
憲
法
は
人
間
的
な
価
値
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ー
判
決
へ
の

信
頼
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
正
確
に
は
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ロ
ー
判
決
に
従
っ
て
考
え
方
や
生
き
方
を
形
成
し
て
き
た
人
々

に
と
っ
て
の
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
の
コ
ス
ト
は
、
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
な
い
」

「法
原
則
の
評
価
に
よ
っ
て
も
、
ロ
ー
判
決
の
理
論
的
な
基
礎
は
、　
一
九
七
三
年
当
時
よ
り
も
、
弱
い
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
ロ
ー
判

決
以
降
の
憲
法
の
発
展
は
、
黙
示
的
に
も
明
示
的
に
も
、
ロ
ー
判
決
が
時
代
遅
れ
の
憲
法
思
想
の
残
存
だ
な
ど
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
」
。

ロ
ー
判
決
を
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ル
ド
判
決
に
代
表
さ
れ
る
先
例
の
な
か
に
置
い
て
み
て
も
、
そ
の
後
の
憲
法
の
発
展
が
そ
れ
ら
の
自
由
を
脅
か
し

た
り
制
約
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
ら
の
先
例
が
承
認
し
た
、
親
密
な
関
係
、
家
族
、
そ
し
て
子
ど
も
を
生
む
か
否
か
の
決
定
に

関
す
る
自
由
を
危
険
に
陥
ら
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
、
ロ
ー
判
決
そ
れ
自
体
と
し
て
も
、
そ
の
中
核
的
な
判
断

が
侵
食
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ア
ク
ロ
ン
判
決
及
び
ソ
ー
ン
バ
ー
グ
判
決
で
は
、
明
示
的
に
再
確
認
さ
れ
て
い
る
し
、
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
判
決
で
も
、
最
高
裁
判
所
の
多
数
派
は
、
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
再
確
認
す
る
か
そ
の
合
憲
性
の
判
断
を
拒
否
し
た
。

ロ
ー
判
決
を
支
持
し
た
事
実
に
関
し
て
は
、
そ
の
中
核
的
な
判
示
を
時
代
遅
れ
す
る
よ
う
な
変
化
は
な
か
っ
た
し
、
そ
の
判
例
変
更
を
支

持
す
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。
「そ
の
後
の
母
子
医
療
の
発
展
は
も
っ
と
後
期
の
人
工
妊
娠
中
絶
を
妊
婦
に
と
っ
て
安
全
な
も
の
と
す
る
一

方
、
ロ
ー
判
決
以
後
の
新
生
児
医
療
の
発
展
は
胎
児
の
独
立
生
存
の
時
点
を
い
く
ら
か
早
い
時
期
に
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
競
合
す

る
利
益
が
現
実
の
も
の
と
な
る
タ
イ
ム
・リ
ミ
ッ
ト
の
枠
組
み
に
影
響
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
胎
児
の
独
立
生
存
の
時
点
―
―
胎

児
の
生
命
に
関
す
る
州
の
利
益
が
非
治
療
的
な
人
工
妊
娠
中
絶
の
禁
止
立
法
を
正
当
化
す
る
と
憲
法
上
認
め
ら
れ
る
時
点
が
早
ま
っ
て
い
る

と
い
う
ロ
ー
判
決
の
事
実
に
関
す
る
前
提
か
ら
の
相
違
は
、
そ
の
中
核
的
な
判
示
の
正
当
性
に
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
の
憲
法
判
断
が
妥
当

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
胎
児
の
独
立
生
存
の
時
点
が
い
つ
か
に
は
全
く
関
係
な
い
」

ロ
ー
判
決
を
、
同
様
の
重
要
性
を
も
つ
二
組
の
一
連
の
判
決
―
―
ロ
ク
ナ
ー
判
決
に
代
表
さ
れ
る
一
組
と
プ
レ
ッ
シ
ー
判
決
に
始
ま
る
一

組
―
―
と
比
較
し
て
も
、
本
日
の
結
論
は
必
然
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ー
ス
ト
・
ホ
テ
ル
判
決
及
び
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
よ
っ

て
判
例
変
更
さ
れ
た
が
、
そ
の
判
例
変
更
は
、
以
前
の
憲
法
判
断
の
正
当
性
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
た
事
実
や
事
実
の
理
解
に
関
す
る
変
化
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
判
例
変
更
が
国
民
に
理
解
さ
れ
、
擁
護
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
状
況
の
変
化
に
対
す
る
最
高
裁
判
所
の
対
応
の
結

果
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
支
持
し
た
事
実
も
そ
れ
に
関
す
る
当
裁
判
所
の
理
解
も
変
化
し

て
い
な
い
か
ら
、
あ
え
て
、
ロ
ー
判
決
を
現
在
の
理
論
的
枠
組
み
を
越
え
て
再
検
討
し
、
ロ
ー
判
決
と
は
異
な
る
判
断
す
る
こ
と
に
は
正
当

性
を
見
い
だ
せ
な
い
。

ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
は
、
先
例
拘
束
性
の
原
理
の
も
と
で
不
当
な
結
果
を
招
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
司
法

権
を
行
使
し
、
法
の
支
配
に
献
身
す
る
国
の
最
高
裁
判
所
と
し
て
機
能
す
る
当
裁
判
所
の
能
力
を
著
し
く
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。
最
高
裁
判

所
が
、
ロ
ー
判
決
の
よ
う
な
、
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
激
し
く
意
見
の
分
か
れ
た
論
争
に
取
り
組
む
と
き
に
は
、
そ
の
判
決
は
、
通
常
の
事
件
と
は

ち
が
っ
た
次
元
の
も
の
で
あ
り
、
判
決
を
覆
し
そ
の
実
施
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
当
然
の
行
動
を
打
ち
破
る
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
前
例
の
な

い
力
を
必
要
と
す
る
。
「先
例
の
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
原
理
に
基
づ
く
最
も
説
得
的
な
理
由
づ
け
に
よ
っ
て
の
み
、
先
例
を
変
更
し
た
後
の

判
決
が
政
治
的
な
圧
力
へ
の
屈
服
や
先
例
に
お
い
て
最
高
裁
判
所
が
そ
の
権
威
を
か
け
た
原
則
の
理
由
な
き
否
定
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
。

「現
在
の
状
況
に
お
い
て
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
判
示
を
判
例
変
更
す
る
こ
と
は
、
最
高
裁
判
所
の
正
統
性

（諄
ｏ
ｏ
ｏ
日
一．∽
】①”
〓
日
Ｒ
じ

と
こ
の
国
の
法
の
支
配
へ
の
献
身

（一ぎ

Ｚ
詳
】ｏ●
．ｏ
８
日
日
〓
口
０ユ

ざ

諄
ｏ
日
お
Ｒ

Ｆ
ｌ
）
に
対
す
る
甚

大
か
つ
不
必
要
な
損
害
を
も
た
ら
す
誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
部
分
に
従
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

本
日
、
我
々
は
そ
の
よ
う
に
す
る
」
（以
上
、
法
廷
意
見
）



「我
々
は
、
ロ
ー
判
決
の
基
本
的
な
判
断
は
、
今
や
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
憲
法
上
の
分
析
に
基
づ
い
て
い
た
と
結
論
す
る
が
、
こ
の
女

性
の
自
由
は
、
そ
の
初
期
か
ら
、
州
が
胎
児
の
生
命
に
関
心
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
無
制
限
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
胎
児
が

成
長
す
る
も
っ
と
後
の
時
点
に
お
い
て
、
生
命
に
関
す
る
州
の
利
益
は
、
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
女
性
の
権
利
を
制
限
で
き
る
ほ
ど
に
強
力
な

も
の
と
な
る
」

買
ａ
）
ロ
ー
判
決
が
承
認
し
た
中
核
的
な
権
利
を
守
る
と
同
時
に
、
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
州
の
深
遠
な
利
益
と
を
調
和
さ
せ
る
た
め

に
、
我
々
は
こ
の
判
決
に
お
い
て
説
明
し
た
不
当
な
負
担
の
分
析

（，
ｏ
Ｅ
Ｏ
Ｌ
ｏ
ぴ
贅
Ｏ
①●
”
●
ユ
場
中３

を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
的

ま
た
は
効
果
が
胎
児
が
独
立
生
存
可
能
と
な
る
前
に
人
工
妊
娠
中
絶
を
女
性
に
と
っ
て
実
質
的
な
障
害

♂
諄
絡
”
二
いＬ
ｏび
の一Ｒ
中①３
と
な
る

場
合
、
不
当
な
負
担
は
存
在
し
法
の
規
定
は
無
効
と
な
る
。

（ｂ
）
我
々
は
、
ロ
ー
判
決
の
厳
格
な
三
半
期
の
枠
組
み
は
退
け
る
。
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
州
の
深
遠
な
利
益
を
増
進
す
る
た
め
に
、

州
は
、
妊
娠
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
、
女
性
の
選
択
が
十
分
に
情
報
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
手
段
を
と
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
の
手
段
は
、
そ
の
目
的
が
人
工
妊
娠
中
絶
よ
り
も
出
産
を
求
め
る
女
性
へ
の
説
得
に
と
ど
ま
る
限
り
、
違

憲
と
は
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
手
段
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
に
対
す
る
不
当
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
い
。

（
ｃ
）
医
療
行
為
に
関
し
て
は
、
州
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
の
健
康
や
安
全
を
増
進
す
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
に
と
っ
て
実
質
的
な
障
害
を
意
図
し
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
効
果
を
も
つ
健
康
に
関
す
る
不
必
要
な
規

則
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
に
対
す
る
不
当
な
負
担
を
課
す
も
の
と
な
る
。

（ｄ
）
我
々
が
採
用
し
た
不
当
な
負
担
の
分
析
は
、
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
は
、
そ
の
判
示
を

再
確
認
す
る
。
特
定
の
状
況
に
関
す
る
例
外
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
胎
児
が
独
立
生
存
可
能
と
な
る
前
に
そ
の
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
と
い

う
女
性
の
最
終
的
な
判
断
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
一
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（
ｅ
）
ま
た
、
我
々
は
、
『胎
児
が
独
立
生
存
可
能
と
な
っ
た
後
は
、
生
命
の
可
能
性
に
関
す
る
そ
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
に
、
州
は
、

医
学
的
判
断
に
よ
り
人
工
妊
娠
中
絶
が
母
親
の
生
命
ま
た
は
健
康
を
保
護
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
を
除
い
て
、
人
工
妊
娠
中
絶

を
規
制
し
禁
止
す
る
こ
と
さ
え
で
き
る
』
と
い
う
ロ
ー
判
決
の
判
示
を
再
確
認
す
る
」
（以
上
、
相
対
多
数
意
見
）

我
々
は
、
次
に
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
個
々
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

他
の
規
定
に
よ
る
中
絶
規
制
が
免
除
さ
れ
る
医
療
上
の
緊
急
時
の
定
義
に
つ
い
て
、
原
告
は
狭
す
ぎ
る
と
主
張
す
る
。
違
憲
判
断
を
し
た

地
裁
が
、
こ
の
規
定
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
と
認
定
す
る
三
つ
の
状
況
は
、
控
訴
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
「重
大
な
リ
ス
ク
」
に
含
ま
れ
る
。
我
々
、

こ
の
解
釈
を
尊
重
し
て
、
問
題
の
定
義
が
不
当
な
負
担
を
課
す
も
の
で
は
な
い
と
結
論
す
る
。
（法
廷
意
見
）

イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
の
要
件
に
つ
い
て
。
先
例
に
よ
れ
ば
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
あ
た
っ
て
、
州
は
、
書
面
の
イ
ン
フ
オ
ー
ム

ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
を
要
求
し
得
る
。
原
告
が
攻
撃
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
規
定
に
含
ま
れ
る
、
医
師
に
よ
る
特
定
の
情
報
提
供
義
務
と
二
四

時
間
の
待
機
要
件
で
あ
る
。
ア
ク
ロ
ン
判
決
及
び
ソ
ー
ン
バ
ー
グ
判
決
は
、
政
府
が
、
人
工
妊
娠
中
絶
手
術
の
性
質
、
人
工
妊
娠
中
絶
及
び

出
産
に
伴
う
健
康
上
の
リ
ス
ク
、
胎
児
の

「推
定
月
数
」
に
関
す
る
真
実
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
要
求
し
た
こ

と
を
違
憲
と
判
断
し
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
ロ
ー
判
決
が
生
命
の
可
能
性
の
保
護
に
関
す
る
重
要
な
利
益
を
承
認
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
も

の
で
あ
り
、
判
例
変
更
さ
れ
る
。
女
性
が
人
工
妊
娠
中
絶
か
出
産
か
の
決
定
の
影
響
を
十
分
に
考
慮
す
る
よ
う
保
障
す
る
試
み
に
お
い
て
、

州
は
、
女
性
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
選
択
し
た
後
で
、
そ
の
決
定
が
十
分
な
情
報
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
深
刻
な
心

理
的
影
響
に
悩
ま
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
正
当
な
目
的
を
増
進
す
る
。
州
は
、
女
性
の
決
定
が
思
慮
深
く
十
分
な
情
報
を
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
工
妊
娠
中
絶
よ
り
も
出
産
を
優
先
す
る
こ
と
を
表
明
し
て

も
、
胎
児
の
生
命
を
保
護
す
る
と
い
う
正
当
な
目
的
を
増
進
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。

ア
ク
ロ
ン
判
決
に
お
い
て
は
、
情
報
提
供
を
医
師
に
限
定
す
る
こ
と
が
違
憲
と
さ
れ
た
が
、
本
件
で
は
、
医
師
に
こ
う
し
た
情
報
提
供
を



義
務
づ
け
る
こ
と
が
実
質
的
な
障
害
に
あ
た
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
。

イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
提
供
と
人
工
妊
娠
中
絶
の
実
施
と
の
間
の
待
機
要
件
を
違
憲
と
し
た
ア
ク
ロ
ン

判
決
の
前
提
も
誤
っ
て
い
る
。
地
裁
が
認
定
し
た
よ
う
に
、
二
四
時
間
の
待
機
要
件
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
費
用
を
増
加
さ
せ
利
用
し
に
く

い
も
の
に
す
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
的
な
健
康
上
の
リ
ス
ク
を
課
す
も
の
で
は
な
く
、
不
当
な
負
担
に
は
あ
た
ら
な
い
。

（以
上
、
相
対
多
数
意
見
）

夫
へ
の
通
知
要
件

（違
反
に
対
し
て
は
、
医
師
免
許
の
取
消
と
夫
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
が
規
定
さ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
。
種
々
の
情

報
や
地
裁
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
常
識
的
に
信
じ
ら
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
夫
婦
は
、
子
を

生
む
か
否
か
の
よ
う
に
重
要
な
決
定
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
国
に
は
、
大
に
よ
る
日
常
的
な
身
体
的

・
精
神
的

暴
力
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
数
多
く
の
女
性
が
い
る
。
人
工
妊
娠
中
絶
の
通
知
が
子
へ
の
暴
力
や
心
理
的
暴
力
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
女
性

が
夫
へ
の
通
知
を
望
ま
な
い
全
く
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
き
で
も
、
こ
の
通
知
要
件
か
ら
免
除
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
妊
娠
が
夫
の
性
的
暴
力

の
結
果
で
あ
る
場
合
に
も
、
当
局
へ
の
九
〇
日
以
内
の
告
発
が
な
け
れ
ば
通
知
要
件
は
免
除
さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
、
夫
へ
の
通
知
要
件
は
、

人
工
妊
娠
中
絶
を
多
少
困
難
に
し
た
り
多
少
費
用
の
か
か
る
も
の
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
女
性
に
と
っ
て
、
実
質
的
な
障
害
を
課
す

も
の
で
あ
る
。

州
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
大
多
数
の
女
性
に
は
な
ん
の
負
担
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
の
う
ち
の
一
％

に
も
満
た
な
い
者
し
か
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
こ
の
規
定
を
、
文
面
上
無
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
救
済
し
な
い
。
違
憲
審
査
の
適
切
な
焦

点
は
、
法
の
制
約
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
、
関
連
し
な
い
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
関
連
す
る
多
く
の
場
合

に
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
る
女
性
の
選
択
へ
の
実
質
的
な
障
害
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
当
な
負
担
に
あ
た
り
違
憲
で
あ
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
何
を
意
味
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
既
婚
者
も
含
め
た
個
人
の
権
利
で
あ
り
、
憲
法
は
、
州
が
そ
の
配
偶
者
の
利
益
の

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工全
二
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四

た
め
に
介
入
す
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
男
性
も
女
性
も
同
じ
よ
う
に
、
個
人
を
保
護
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
既
婚
女
性
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー

上
の
地
位
と

一
致
す
る
婚
姻
観
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
婚
姻
や
憲
法
上
の
権
利
に
関
す
る
当
裁
判
所
の
現
在
の
理
解
と
相
容
れ
な

い
。
（以
上
、
法
廷
意
見
）

両
親
の
同
意
要
件

（両
親
の
う
ち
片
方
が
同
意
す
れ
ば
足
り
る
）
と
裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
の
手
続
き
は
、
先
例
に
照
ら
し
て
合
憲
で
あ
る
。

記
録
の
保
管
及
び
報
告
要
件
に
つ
い
て
。
ダ
ン
フ
オ
ー
ス
判
決
に
お
い
て
、
我
々
は
、
記
録
の
保
管
及
び
報
告
規
定
は
、
母
親
の
健
康
の

保
護
に
合
理
的
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
患
者
の
秘
密
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
適
切
に
尊
重
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
と
判
示

し
た
。
こ
の
基
準
に
照
ら
せ
ば
、
争
わ
れ
て
い
る
規
定
は
、
夫
へ
の
通
知
義
務
に
関
す
る
部
分
を
除
き
、
合
憲
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
要
件

は
、
せ
い
ぜ
い
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
わ
ず
か
な
費
用
の
増
加
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
女
性
の
選
択
へ
の
実
質
的
な
障
害
を
課
す
も

の
で
も
な
い
。
（以
上
、
相
対
多
数
意
見
）

（二
）
　

個
別
意
見

ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
裁
判
官
の
同
意

（
一
部
反
対
）
意
見

「
こ
の
種
の
事
件
に
お
い
て
、
個
々
の
裁
判
官
が
本
案
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
先
例
拘
束
性
の
原
理
が
支
配
的

な
重
要
性
を
も
つ
と
結
論
し
た
点
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
多
数
派
が
正
し
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
は
、
ほ

と
ん
ど
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
『わ
が
国
の
法
の
一
部
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
グ
リ
ズ
ウ
オ
ル
ド
判
決
が
確
立
し
た
個
人
の
自
由
の
保
護
の

自
然
な
帰
結
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
に
及
ん
で
、
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
れ
ば
、
そ
の
社
会
的
コ
ス
ト
は
計
り
知
れ
な
い
。
ロ
ー
判
決
は
、

自
由
の
概
念
と
男
女
の
基
本
的
平
等
の
正
し
い
理
解
に
お
い
て
、
不
可
欠
な
部
分
と
な
っ
て
い
る
」



ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
同
意

（
一
部
結
果
的
同
意
、　
一
部
反
対
）
意
見

当
裁
判
所
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
先
例
が
求
め
て
い
る
厳
格
審
査
基
準
を
適
用
す
れ
ば
、
報
告
義
務
も
含
め
て
、
争
わ
れ
て
い
る
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
の
す
べ
て
の
規
定
は
違
憲
で
あ
る
。

レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
首
席
裁
判
官
の
反
対

（
一
部
結
果
的
同
意
）
意
見

（ホ
ワ
イ
ト
、
ス
カ
リ
ア
、
ト
ー
マ
ス
各
裁
判
官
同
意
）

ロ
ー
判
決
に
お
い
て
、
胎
児
を
中
絶
す
る
権
利
を
家
族
関
係
に
関
す
る
先
例
が
承
認
す
る
権
利
と
同

一
視
し
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
が

『基
本
的
』
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
、
最
高
裁
判
所
は
行
き
過
ぎ
を
犯
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
例
は
、
ロ
ー
判
決
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

包
括
的
な

『プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
』
を
支
持
し
た
も
の
で
は
な
い
。
人
工
妊
娠
中
絶
が
生
命
の
可
能
性
の
意
図
的
な
終
了
に
か
か
わ
る
以
上
、

人
工
妊
娠
中
絶
の
決
定
は
、
個
人
や
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
自
律
の
名
称
の
も
と
に
先
例
が
承
認
し
た
権
利
と
は
種
類
が
異
な
る
独
特
の

も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
歴
史
的
な
伝
統
―
―
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
、
第

一
四
修
正
採
択

時
及
び
ロ
ー
判
決
時
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
制
定
法
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
―
―
で
は
、
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
権
利

が

『基
本
的
』
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
支
持
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
権
利
を
制
限
す
る
法
律
は
、
厳
格
審
査
に
服
す
る

必
要
が
な
い
。

共
同
意
見
は
、
本
来
的
な
問
題
と
し
て
ロ
ー
判
決
が
正
し
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
民
が
す
で
に
一
九
年
に
わ
た
っ
て
ロ
ー
判

決
に
慣
れ
、
そ
の
多
く
が
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
根
拠
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
「司
法
部
の
正
統
性
は
、
世
論

に
従
う
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
最
善
の
英
知
に
よ
っ
て
、
政
府
の
選
挙
に
よ
る
部
門
の
立
法
が
憲
法
に
適
合
す
る
も
の
か
否

か
判
断
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
」

ロ
ー
判
決
の

「基
本
的
権
利
」
の
基
準
―
―
「厳
格
司
法
審
査
」
を
要
求
す
る
―
―
は
、
少
な
く
と
も
憲
法
上
の
根
拠
を
も
っ
て
い
た
が
、

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニハ
五
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不
当
な
負
担
の
基
準
に
は
、
こ
の
こ
と
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
共
同
意
見
に
よ
る
ほ
と
ん
ど
根
も
葉
も
な
い
作
り
ご
と
で
あ

っ
て
、

共
同
意
見
が
予
想
す
る
よ
う
に
、
適
用
が
容
易
で
、
明
確
な
境
界
線
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
人
工
妊
娠
中
絶
の

規
制
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
は
、
そ
の
規
制
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
に
と
っ
て

『実
質
的
な
障
害
』
に
な
る
か
否
か

に
関
す
る
主
観
的
で
指
針
を
も
た
な
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
準
は
、
共
同
意
見
が
捨
て
た
三
半
期
の
枠
組
み
と
同
様
、

非
実
際
的
な
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
判
所
が
、
憲
法
の
名
を
借
り
て
、
複
雑
な
人
工
妊
娠
中
絶
コ
ー
ド
の
形
で
、
州
に
自
ら
の
好
み
を
押
し

付
け
続
け
る
こ
と
を
許
容
す
る
だ
ろ
う
。

「人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
女
性
の
利
益
は
、
適
正
手
続
条
項
が
保
護
す
る
自
由
の
一
形
態
で
あ
る
が
、
州
は
、
州
の
正
当
な
利
益
に
合

理
的
に
関
連
す
る
方
法
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

ス
カ
リ
ア
裁
判
官
の
反
対

（
一
部
結
果
的
同
意
）
意
見

（レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
、
ホ
フ
イ
ト
、
ト
ー
マ
ス
各
裁
判
官
同
意
）

「州
は
、
望
む
な
ら
ば
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
許
容
し
て
も
よ
い
が
、
憲
法
が
、
州
に
、
そ
れ
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。
「そ
れ
は
、

二
つ
の
事
実
に
よ
る
。
２

）
憲
法
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
し
て
、
絶
対
に
何
も
い
っ
て
い
な
い
し
、
公
ご

ア
メ
リ
カ
社
会
の
長
い
間
の

伝
統
は
、
そ
の
法
的
規
制
を
許
し
て
き
た
」

３
　
解
説

前
述
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
ケ
イ
シ
ー
判
決
は
、
予
想
外
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
判
決
の
意
義
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
風
前
の
灯

と
み
ら
れ
て
い
た
ロ
ー
判
決
を
明
確
に
再
確
認
し
た
こ
と
で
あ
（♂

。
今
回
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
法
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
が
合
憲
と
さ
れ

た
の
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
に
は
敗
北
感
も
漂
っ
て
い
る
が
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
や
ユ
タ
州
で
制
定
さ
れ
て
い
る
人
工
妊
娠
中
絶
そ
の
も



舞
矧】邦
群
在
一疱
霙
訴
謎
霧
綺
絃
鑓
輔
舞
孵
憂
襲
「な肘

は
、
こ
の
一
〇
年
の
過
去
五
回
の
事
件
と
同
様
、
再
び
、

峨
数
に
ロ
ー
判
決
を
判
例
変
更
す
よ
う
求
め
て
い
る
」
と
し
て
、
間
接
的
な
表
現

な
が
ら
、
政
府
の
こ
う
し
た
態
度
へ
の
不
快
感
を
表
し
て
い
る
。
「
ロ
ー
対
ウ
エ
イ
ド
判
決
ほ
ど
論
争
の
的
と
な
っ
た
最
高
裁
判
決

（―ま艶
と
ん

ど
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
・
コ
ー
ト
は
、
ブ
ッ

（シ
」
政
権
か
ら
、
こ
れ
を
判
例
変
更
す
る
よ
う
懇
請
さ
れ
て
き
た
」

特
に
意
外
だ
っ
た
の
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の
態
度
急
変
で
あ
型
。
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
は
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
で
は
、
ロ
ー
判
決

反
対
派
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ホ
ジ
ソ
ン
判
決
で
も
、
「裁
判
所
の
バ
イ
パ
ス
」
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
両
親
の
双
方
へ
の
通
知
要
件
は
合
憲

と
す
る
立
場
だ
っ
た
。

ケ
イ
シ
ー
判
決
の
共
同
意
見
、
特
に
、
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
賛
否
相
半
ば
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
「
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
制
定
法
の
目
的
と
効
果
の
双
方
が
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
に
対
す
る
不
当
な
負
担
を

課
す
も
の
か
判
断
す
る
際
に
関
連
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
対
多
数
意
見
は
、
立
法
目
的
が
最
低
限
の

（日
鶴
”
【●
”
じ

正
当
性
や
重
要
性
し
か
な
け
れ
ば
、
あ
ま
り
厳
し
く
な
い
効
果
で
も
不
当
な
負
担
と
解
釈
す
る
だ
ろ
う
し
、
も
っ
と
強
度
の
負
担
で

（
も
い

に
正
当
な

？
”
】中ｅ

目
的
ま
た
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
目
的
に
つ
か
え
る
法
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
不
当
と
は
判
断
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と

す
る
。
夫
へ
の
通
知
要
件
が
違
憲
と
さ
れ
た
の
は
目
的
に
難
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
両
親
の
同
意
要
件
が
障
害
と
し
て
は
実
質
的
で
も
立
法
目

的
の
重
要
性
か
ら
説
明
し
得
る
と
し
て
、
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
が
、
負
担
の
重
さ
が
不
当
と
い
え
る
ほ
ど
か
否
か
の
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
、

効
果
に
お
い
て
は
、
従
来
の
適
切
な
審
査
基
準
の
決
定
と
そ
の
審
査
基
準
の
実
際
の
適
用
を
包
摂
し
た
も
（配

と
い
う
好
意
的

（す
ぎ
る
！
）

評
価
を
し
て
い
る
。

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュハ
七
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ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
「共
同
意
見
は
、
憲
法
原
理
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
問
題
と
し
て
、
な
ぜ
憲
法
は
妊
娠
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
選

択
す
る
女
性
の
権
利
を
保
護
し
て
い
る
の
か
の
説
明
に
お
い
て
、
最
も
効
果
的
だ
っ
た
。
共
同
意
見
は
、
抽
象
的
な
法
原
則
の
単
な
る
説
明

を
超
え
て
、
女
性
の
生
活
と
生
殖
の
決
定
に
関
す
る
人
間
の
現
実
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
（望

、
コ
不
当
な
負
担
の
基
準
は
］
人
工

囃働脚鰤“静鎌い」）一口“「〕経支ヵゝ〕派口引特［〕い向け」鰤̈
い】̈
「“″オロ障いは最瞳請腋酬̈
倒̈
融“轟四緯

だ
が
、
こ
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
妥
協
点
を
探
る
動
き
の
第

一
歩
と
評
価
す
る
。

さ
ら
に
、
シ
ャ
ピ
ロ
は
、
ロ
ー
判
決
は
、
実
質
は
、
正
統
性
に
疑
念
が
も
た
れ
る

「立
法
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
一
方
、
ケ
イ
シ
ー
判
決

に
つ
い
て
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
確
認
し
つ
つ
、
諸
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
は

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
と
い
う
枠
を
は
め
て
立
法
府
に

委
ね
る
と
い
う
選
択
を
し
た
も
の
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
」
謹
。

高
井
弘
之
は
、
共
同
意
見
を
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
自
由
自
体
の
実
質
約
論
拠
と
先
例
拘
束
性
の
両
者
を
合
わ
せ
て
論
拠
と
し
て
い
る
と
評

す
る
。
そ
し
て
、
「不
当
な
負
担
」
か
否
か
の
判
断
基
準
が
、
ご
ぴ
８
巨“
け
　
ｏげ
∽け”
ｏ
中８
　
０
『　
∽Ｑ
Ｒ
①　
目
Ｂ
いけ“
けざ
房
．．か
ら
ぃσ
諄
∽ご
諄
いユ

ｏ″
ご
ｏ】ｏ■
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
、
ア
ク
ロ
ン
判
決
の
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
で
は
病
院
要
件

（中
絶
費
用
が
三
倍
に
な
る
）
を

合
憲
と
し
た
が
、
ケ
イ
シ
ー
判
決
の

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
で
は
違
憲
と
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
み（型
。
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
が
、
従
来

の

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
を
中
絶
支
持
派
寄
り
に
修
正
し
た
の
は
、
首
席
裁
判
官
ら
の
四
人
組
が
多
数
派
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
ク

マ
ン
ら
を
引
っ
張
り
込
む
た
め
の
妥
協
と
い
う
穿
っ
た
見
方
も
な
型
。

メ
ッ
ツ
ガ
ー
は
、
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
は
、
明
確
な
線
引
き
か
ら
主
観
的
判
断
ヘ
シ
フ
ト
し
た
も
の
で
、
負
担
が
不
当
で
な
け
れ
ば
州

の
利
益
は
重
要
で
な
く
と
も
よ
い
と
み（型
。
そ
し
て
ヽ
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
理
屈
だ
け
も
の
で
は
な
く
実
際
の
も
の
と
す
る
に
は
、
ケ

イ
シ
ト
判
決
の

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
を
規
制
の
目
的
や
効
果
に
関
す
る
事
実
に
敏
感
な
審
査
を
付
加
す
る
な
ど
正
し
い
方
向
に
改
善
す



る
必
要
性
を
説
き
、
そ
れ
を
本
件
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
規
制
の
多
く
は

「不
当
な
負
担
」
に
あ
た
る
と
す
る
。

一
方
、
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
は
、
明
晰
さ

（ｏ【ミ
【ぞ
）
に
欠
け
適
用
に
あ
た
っ
て
ど
ん
な
要
素
を
検
討
す
べ
き
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

個
人
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
合
う
ど
ん
な
結
論
で
も
導
き
出
せ
る
よ
う
に
こ
の
テ
ス
ト
を
弄
く
り
回
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
手
厳
し
い
批
判

（８９
）

も
あ

る
。

共
同
意
見
が
、
「先
例
拘
束
性
」
の
原
理
を
論
拠
に
し
な
が
ら
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
判
示
を
再
確
認
し
た
の
に
、
そ
の
三
半
期
理
論
碑
ア

ク
ロ
ン
判
決
、
ソ
ト
ン
バ
ー
グ
判
決
を
判
例
変
更
し
た
こ
と
に
は
、
「先
例
拘
束
性
」
の
原
理
の
援
用
が
恣
意
的
で
あ
る
と
批
判
が
強
い
。

さ
ら
に
、
「先
例
拘
束
性
の
原
理
は
、
長
年
、
憲
法
訴
訟
に
お
い
て
は
重
要
性
を
減
じ
て
き
た
。
…
…
い
か
な
る
先
例
も
―
―
特
に
、
政
治

的
に
争
点
を
扱
っ
た
先
例
は
、
五
人
の
裁
判
官
が
そ
の
結
論
に
不
賛
成
な
場
合
、
安
全
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（理
と
い
う
刺
激
的
な
書

き
出
し
で
始
ま
る
モ
ル
ツ
の
批
評
は
、
共
同
意
見
が
ロ
ー
判
決
を
再
確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「先
例
拘
束
性
の
原
理
」
に
強
く
依
拠
し
た
こ

と
は
根
拠
が
な
い
と
厳
し
く
批
判
す
る
。
特
に
、
共
同
意
見
が
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
議
論
の
激
し
さ
を
先
例
に
従
う
理
由
の
ひ
と
つ
に

挙
げ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
そ
の
種
を
蒔
い
た
の
は
最
高
裁
判
所
自
身
で
―
―
つ
ま
り
、
妥
協
を
模
索
す
る
州
議
会
な
ど
で
の
改
革
の
途
上

に
ロ
ー
判
決
が
割
っ
て
入
り
、
か
え
っ
て
対
立
を
激
化
さ
せ
た
―
―
そ
れ
を
理
由
に
ロ
ー
判
決
を
擁
護
す
る
の
は
、
両
親
を
殺
し
た
子
が
孤

（９２
）

児
を
理
由
に
哀
れ
み
を
請
う
よ
う
な
も
の
と
酷
評
し
て
い
る
。

概
し
て
、
批
判
派
は
、
こ
の
問
題
の
理
論
的
な
側
面
を
重
視
す
る
の
に
対
し
、
賛
成
派
は
、
現
実
の
状
況
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
確
か
に
、
従
来
の
判
例
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
が
い
か
に
も
唐
突
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ

は
、
お
そ
ら
く
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
反
対
意
見
も
指
摘
す
る
と
お
り
だ
ろ
う
。
ア
ク
ロ
ン
判
決
の
オ
コ
ナ
ー
反
対
意
見
で
示
さ
れ
た
基
準
は
、

（９３
）

ま
だ
、
そ
れ
ま
で
の
枠
組
み
を
意
識
し
て
い
た
。

反
対
に
、
現
実
を
直
視
す
れ
ば
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
所
内
外
で
の
厳
し
い
対
立
状
況
か
ら
み
て
、
共
同
意
見
の
選
択
は

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
九
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〇

ベ
ス
ト
で
は
な
い
に
せ
よ
、
肯
定
的
に
評
価
す
べ
き
も
の
と
映
る
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
論
理
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
今
後
、
最
高
裁
判
所
が
、
「不
当
な
負
担
」
の
基
準
を
従
来
の
違
憲
審
査
基
準
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
よ
り
精
緻
な
も
の
と
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

個
別
の
要
件
で
は
、
配
偶
者
へ
の
通
知
要
件
を
違
憲
と
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
共
同
意
見
の
根
底
に
男
女
平
等
へ
の
配
慮
が
う
か
が

え
る
。
具
体
的
に
は
、
伝
統
的
役
割
分
業
論
に
立
っ
た
ブ
ラ
ド
ウ
ェ
ル
判
決
や
ホ
イ
ト
判
決
を
否
定
的
に
引
用
し
、
「憲
法
は
、
州
の
不
当
な

干
渉
か
ら
、
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
同
様
に
個
人
を
保
護
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
干
渉
が
、
配
偶
者
の
た
め
に
、
法
に
規
定
さ
れ
た
と
き

で
も
同
じ
で
あ
る
」、
ま
た
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
夫
の
同
意
権
を
否
定
し
、
「州
は
、
両
親
が
子
に
行
使
す
る
よ
う
な
支
配
権
を
、
妻
に
対

（９４
）

し
て
男
性
に
与
え
ら
れ
な
い
」
こ
と
は
明
ら
か
と
す
る
点
に
み
て
と
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
や
二
四
時
間
待
機
要
件
を
合
憲
と
し
た
の
は
、
「不
当
な
負
担
」
の
判
断
が
不
整
合
で
、

分
析
に
濃
淡
が
大
き
い
と
批
判
さ
れ
て
は
犯
。

確
か
に
、
共
同
意
見
が
、
配
偶
者
へ
の
通
知
要
件
に
つ
い
て
、
「州
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
大
多
数
の
女
性
に
は
な
ん
の
負
担
と
な
る
も
の

で
は
な
く
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
希
望
す
る
女
性
の
う
ち
の
一
％
に
も
満
た
な
い
者
し
か
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
は
、
こ
の
規
定
を
、
文
面
上

無
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
救
済
し
な
い
。
違
憲
審
査
の
適
切
な
焦
点
は
、
法
の
制
約
を
受
け
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
て
、
関
連
し
な
い
グ
ル
ー
プ

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
「我
々
は
、
待
機
期
間
が
、
何
人
か
の
女
性
に
対
す
る
『特
別
に
重
荷
と
な
る
』効
果
に
よ
っ

て
違
憲
に
な
る
と
い
う
地
裁
の
結
論
に
も
同
意
で
き
な
い
。
特
別
な
場
合
の
負
担
は
必
ず
し
も
実
質
的
な
障
害
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
特

定
の
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
負
担
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
女
性
に
関
し
て
で
あ
っ
て
も
実
質
的
な
障
害
か
否
か
と
は
別
個
の
間

題
で
あ
る
」
と
切
り
捨
て
る
の
は
、
落
差
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

最
高
裁
判
所
が
、
ロ
ー
判
決
を
正
面
か
ら
支
持
す
る
こ
と
は
避
け
た
も
の
の
、
「先
例
拘
束
性
の
原
理
」
や

「法
の
支
配
」
と
い
っ
た
人
権



が
争
点
と
な
っ
た
判
決
で
は
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
概
念
を
使
っ
て
、
い
わ
ば
、
い
や
い
や
な
が
ら
―
―
「我
々
の
う
ち
の
何
人
か
は
、
個
人
と

し
て
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
我
々
の
最
も
基
本
的
な
道
徳
原
理
に
反
す
る
と
考
え
る
」
（共
同
意
見
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
確
認
し
た
の
は
、

世
論
の
動
向
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
判
決
は
誤
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
実
問
題
と
し
て
は
ロ
ー
判
決
と
と
も
に

あ
っ
た
国
民
、
特
に
女
性
の
経
験
を
す
べ
て
覆
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
が

「
二
〇
年
間
の
経
済
的

・
社
会
的
発
展
の
な
か
で
、
避

妊
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
信
頼
し
て
、
人
々
は
、
親
密
な
関
係
を
築
き
彼
ら
自
身
と
社
会
で
の
そ
の

役
割
を
ど
う
す
る
か
に
関
す
る
選
択
を
し
て
き
た
と
い
う
事
実
」
に
目
を
向
け
さ
せ
、
「国
の
経
済
的
・社
会
的
生
活
に
平
等
に
参
加
す
る
女

性
の
能
力
は
、
自
ら
の
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
き
た
」
と
い
う
説
示
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

（９６
）

ロ
ー
判
決
を
批
判
す
る
司
法
消
極
主
義
は
、
同
時
に
先
例
の
尊
重
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版

一
九
九
〇
年
八
月
二
日
号
三

一
頁
。

二
人
の
裁
判
官
の
交
替
は
、
レ
ー
ン
ク
イ
ス
ト
首
席
裁
判
官
に
ロ
ー
判
決
変
更
に
必
要
な
票
を
与
え
、
残
さ
れ
た
問
題
は
、
首
席
裁
判

官
が
そ
の
機
会
を
い
つ
と
ら
え
る
か
、
と
い
う
の
が
大
方
の
予
想
と
い
え
よ
う
。
国
ｏ日
い
コ
菫
５
①無
可
鶴
８

，
８
●
Ｒ
∽
ｏ
●

，
ｏお
け①ヨ

リ
Ｑ
馘
あ
く
いく
２
Ｒ
”
く
，
０
”
∽①Ч
¨
↓

，
①
”
ｏ
”
ｈ識
Ｄ
Ｂ
”
Ｌ
ｏ
●
〇
出
”
ｏ
ｏ
ｏ
『
けＦ
Ｏ
ω
Ｏ”
Ｆ
５
Ｆ
嘱
ｏ
出
串
５
Ｕ
●
鮎
Ｐ
ωＮ
『
。「
＞
〓
・Ｆ
・Ｏω
・
ドｏｏ
（Ｈ００∞‐０卜〉

ま
た
、
「五
対
四
の
判
決
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
い
く
ら
か
制
限
し
た
が
、
多
く
の
人
工
妊
娠
中
絶
支
持
派
が
予
想
し
反
対
派

が
期
待
し
て
い
た
よ
り
は
強
力
な
も
の
と
し
て
維
持
し
た
」。
Ｏ
晏
当
ｇ
房
♪
口
岐

，
ｏ
８
５
ｏ
い
卜

＞
出貯
日
∽
四
害
Ｆ一
ざ

＞
げ
Ｒ
けいｏ●
”

ω
二

＞
中Ｈｏ
■
ｏ
ｋ
♂
∽け
ｏ
出
”
Ｑ
５
ｏЧ
】く

，
ユ
”
．の
ｒ
【口
一け′
Ｚ
。く
。↓
【口
ｏコ
『目
５
ωＰ
ド００Ｎ
”
け
＞
Ｆ
ｏ
２
６
。

「
】２
Ｅ
ｐ
Ｏ
ヽ
「
”
『
ｏ
●
陣
Ｐｏ
〇
一

０
」
∽
〇
」
Ｌ
バ
）”
の
一
①
『
０

「
０
２
Ｒ
〕Ч
【く
”
巳
一”
く

，
０
“
り
①
く
ヽ
釧
ｏ
ｕ
月】
∽
・
∞
ω
ω
（Ｈ
０
０
Ｎ
〉

ロ
ー
判
決
の
生
み
の
親
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
個
別
意
見
は
、
次
の
よ
う
な
大
喜
び
の
表
現
で
始
ま
っ
て
い
る
。

人
工
妊
娠
申
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一

74 7376 75



法
政
研
究
二
巻
二
号

（
一
九
九
七
年
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七
二

「三
年
前
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
に
お
い
て
、
当
裁
判
所
の
四
人
の
裁
判
官
は
、
憲
法
が
生
殖
に
関
す
る
選
択
の
権
利
を
保
障
し
て
い

る
と
信
じ
て
き
た

で
」
の
国
の
す
べ
て
の
女
性
の
希
望
と
理
解
を
暗
闇
に
投
じ
た
』
よ
う
に
み
え
た
。
ロ
ー
判
決
の
約
束
と
相
対
多
数

意
見
の
暗
雲
の
間
に
残
さ
れ
た
の
は
、
細
く
ゆ
ら
め
く
炎
し
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
以
降
の
判
決
は
、
こ
の
炎

が
も
っ
と
大
き
な
光
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
を
ほ
と
ん
ど
与
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
く
も
多
く
の
人
々
が
そ
の
暗

闇
が
取
り
払
わ
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
今
、
炎
は
明
る
く
輝
く
よ
う
に
な
っ
た
」

さ
ら
に
、
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
ズ
裁
判
官
の
個
別
意
見
も
「法
廷
意
見
の
う
ち
、
私
が
同
意
し
た
部
分
は
不
賛
成
な
部
分
よ
り
も
重
要
で
あ

る
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
派
の
弁
護
士
も
「我
々
は
、
今
日
、
九
五
％
負
け
た
」
と
語
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
＞
８
〓
∪
１
）ユ
配

Ｚ
①Ｊ
ｐ
旨
む
ｏ
８
ヽ
お
駕
・
営

Ｐ
８
〓
。

（７７
）
レ
‐
ン
ク
イ
ス
ト
首
席
裁
判
官
は
、
そ
の
著
書
の
な
か
で
、
「歴
史
は
、
我
々
に
、
リ
ン
カ
ー
ン
や
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

の
よ
う
に
、
最
高
裁
判
所
に
そ
の
影
響
を
残
そ
う
と
し
た

『強
力
な
』
大
統
領
で
あ
っ
て
も
、
部
分
的
に
し
か
う
ま
く
い
か
な
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
皮
肉
に
も
、
今
回
の
判
決
に
は
、
こ
の
記
述
が
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
っ
た

こ

と

に
な

る
。

メ
Ｊ

ｇ
口
ｚ
Ｏ
ｃ
Ｈ∽
メ

↓
口
”
∽
ｃ
男

問
〓
ｕ
ｏ
ｏ
ｃ
”
↓
”
口
〇
ヨ

写

Ｊ
「＞
ρ

口
ｏ
ヨ

写

お

置

∞
‐望

０
８

０

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
レ
ー

ン
ク
イ
ス
ト

（拙
訳
）
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
―
―
過
去
と
現
在
」
二
九
四
―
九
六
頁

（
一
九
九
二
）。

（７８
）
判
決
を
伝
え
る
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
記
者
の
小
見
出
し
は
、
「最
高
裁
判
所
多
数
派
、
ロ
ー
判
決
を
覆
そ
う
と
す
る
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス

の
試
み
に
警
告
」
と
な
っ
て
い
る
。
Ｏ
「８
３
ｏ
房
ｐ
∽５
３

●
ｏぉ

だ
。
詳

＞
Ｆ
８
〓
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
紙
も
、
「最
高
裁

の
判
事
に
し
て
み
れ
ば
、
過
去
の
判
例
の
見
直
し
こ
そ
、
『不
当
な
負
担
』
と
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
」
と
椰
楡
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ズ
ウ
イ
ー
ク
日
本
版

一
九
九
二
年
七
月

一
六
日
号
三
〇
頁
。

三
裁
判
官
に
よ
る
共
同
意
見
は
秘
密
裏
に
準
備
さ
れ
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
最
高
裁
判
所
を
駆
け
抜
け
た
と
き
の
衝
撃
は
、
中
性
子
爆
弾



80 79
（
８．

）
85 84 83 82

級
だ

っ
た
と
い
う
。
」
。９
〓
ｏ
♂

↓
目
ｕ
Ｏ
ｏ
ｚ
↓
国
”
口
９
し
∽
ぶ
ω
‥８

０
８
ψ

”
・∽
〇
目
Ｊ
「＞
”
↓
Ｎ
・
ｂ
ｒ
■
［【∽
↓
〇
”
く

〇
『

ハ『
口
”

∽
Ｃ
「
”
璽
〓
国

０
０
Ｃ
”
↓

∞
『
ω

（い
０
０
ω
〉

∽
口
一中い。く
”
●
・
ぃ臥
Ｓ

●
０
８

８
Ｆ
詳

８
・
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
の

「変
節
」
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
ト
ラ
イ
ブ
教
授
の
教
え
を
う
け
た
二
人
の
法
律
家
が
、　
一
九
九

一
年
―
九
二
年
の
開
廷
期
に
、
そ

れ
ぞ
れ
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
と
ス
ー
タ
ー
裁
判
官
の
ロ
ー
・ク
ラ
ー
ク
に
な
っ
て
い
た
。
最
初
は
首
席
裁
判
官
に
加
わ
る
と
思
わ
れ

て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
ー
裁
判
官
を
二
人
の
ロ
ー
・ク
ラ
ー
ク
が
協
力
し
て
説
得
し
、
ス
ト
タ
ー
裁
判
官
側
に
引
っ
張
り
込
ん
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
↓
中８
ｐ
『〓
ギ

昴
・
８
８
・
洋

鶴
。

”
８

重

あ
●

Ｆ

口
ｏ
■

”
恒

計

＞
お

Ｆ
Ｅ

凋

ａ

■
Ｆ

ｏ
”
ｏ
中ｏ
Ｒ

Ｃ
ａ

需

”
日
計
ヨ

ξ

“
【Ч
静

Ｆ

ｏ
８

■

〓

吾

日

】
∪
８
〓

お

■

９

口
な
〕↓
】ｚ
ｏ
∽
ｒ
・｝

∞
０
メ

∞
ｏ
Ｈ
つ
０
０
じ
・

日ヽ
・
”
け
∞
『
０
‐∞
Ｎ
・　
・

９
鶴
Ｆ
＞
ｇ
二
【ｏ
Ｄ
”
●
ヽ
諄
ｏ
コ
①
鮎
聟
づ
Ｒ

魚

ｏ
ｏ
日
「
ｏ
日
ぃ８
ゝ
∞
Ｚ
・く
・Ｃ
い
力
ｕ
メ
８
Ｐ
田
『
（３
８
〉
こ
の
論
文
は
、
ト
ラ
イ
ブ
の

＞
”
ｏ
”
↓
Ｈｏ
Ｚ
¨
↓
目
け
Ｏ
Ｆ
あ
目
ｏ
”
＞
調
ｏ
ｒ
ｃ
↓
口

０
８
ｅ

は
真
の
妥
協
を
模
索
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
国
民
の
多
く
が
支

持
す
る
中
間
的
立
場
の
追
求
を
提
案
す
る
。

日ヽ
。
“
一
ωＮ
∞
。

”
∽
目
＞
”
Ｈ”
ｐ

＞
”
ｏ
”
↓
Ｈｏ
Ｚ

“
↓
目
ｕ

∽
Ｃ
男

闘
〓
”

ｏ
ｏ
Ｃ
”
↓

〕

８

Ｈ∽
Ｈｏ
ｚ
∽

昴

‐器

含
８

９

ま

た

、

ロ
バ

ー

ト

ソ

ン

も

、

未

成

年

者

、

貧

困

者
、
教
育
水
準
の
低
い
者

へ
の
影
響
を
懸
念
し
つ
つ
、
基
本
的
に
は
、
ケ
イ
シ
ー
判
決
を
望
ま
し
い
妥
協
点
と
し
て
評
価
す
る
。

『
一”
０
”
Ｕ
”
↓
∽
Ｏ
Ｚ
・
０
ロ
ロ
ｈ
蠅
Ｕ
Ｚ

Ｏ
”

０
口
〇
パ
肖

Ｏ
ω

（い
０
０
卜
〉

さ
ら
に
、
バ
ー
デ
ィ
ッ
ク
は
、
ケ
イ
シ
ー
判
決
の

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
は
、
「実
際
に
は
機
能
し
な
い
、
下
級
裁
判
所
を
混
乱
さ

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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研
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巻
二
号

（
一
九
九
七
年
）

七

四

せ
る
ヽ
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
訴
訟
を
増
加
さ
せ
る
、
裁
判
官
に
広
範
な
裁
量
権
を
許
容
す
る
、
そ
し
て
、
州
ご
と
に
矛
盾
す
る
結

論
を
生
む
」
と
い
う
予
想
を
覆
し
、
概
ね
下
級
裁
判
所
で
も
支
持
さ
れ
判
断
の
揺
れ
も
少
な
い
と
評
価
す
る
。
国
民
Ｒ
ｏ
Ｆ
↓
Ｆ
ｏ
ｏ
お
ｑ

Ｃ
●
口
“
ｏ
国
ご
『
ら
ｏ
●
∽
け”
●
一
”
『ヽ

¨
「
吋Ｏ
σ
齋
】
●
∽
り
【Φ
鍮
【ｏけ①
鮎
”
い
Ｏ
Ｕ
５
０
０
●
０
けｏ『ｏ
無
ヽ
”
●
無
一，
０
∽
り
〓
け
（〉く
ｏ『
”口
Φ
∽
”
】ｏ
ロ
ロＯ
ｎ
κ
わ
Ｆ
Ｎ
ω
】出
＞
∽↓
・

０
０
Ｚ
∽↓
。Ｆ
・０
・
∞
い
い
０
０
０
ｅ
・

［
一
九
九
四
］
ア
メ
リ
カ
法

一
七
四
頁
。

】出
Ｏ
´ヽ
“
一鮎
・
富
Ｌ
イ
”
●
Ｏ
けｏ
い
０
・
”
け
Ｈ卜Ｏ
ω
‐０卜
・

リユ
び
一Ｎ”
ｏ
♂
　
ｄ
「●
げ
●
壼
魯
口
ｐ【●
”
一が
ｏ
一ｑ
い
０
●
０　
”
口
曇
騨
口
Ｐ
∽
け”
●
無
”
■ヽ

”
（０
『】ｏ●
け】●
ｍ
Ｏ
”
りｏく
【●
■
０
０
●
∽けいけ口
けいＯ
目
”
【
〕」
『】コ
壇
コ
嵐
オ
当
バ
）①
・　
０ト

Ｏ
Ｈ
ｃ
軍
ｒ
・コ
ヨ

ＮＳ
Ｐ
Ｓ
鱈
ｒ田

含
０纏
〉
ア
ク
ロ
ン
判
決
の

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
女
性
の
権
利
を
保
護

す
る
か
侵
害
す
る
か
は
適
用
の
仕
方
次
第
で
、
三
半
期
の
枠
組
み
よ
り
裁
判
官
の
主
観
的
判
断
に
基
づ
く
と
評
さ
れ
る
。
り
）質
【魯

鮨

０
●
〓
いく
”
●
ヽ
の口
０
『”
●
Ｏ
け０
０Ｎ
ヽ
”
一
日ω∞
・

口
ｏ
ｌ
鶴

，
↓
Ｆ

”
８
。魚
ざ
ｏ
８
Ｐ
∽いｏ
Ｐ

「
ゴ
ロ
＆

”
ミ
８

，
８
●
メ
ｏ
３
Ｑ
」
ｏ
口
Ｏ
Ｃ
∽い
力
”
メ
〓
瑠
卜
８
輌
０
８
）

な
お
、
「女

性
の
な
か
で
最
も
弱
い
ク
ラ
ス
ー
ー
未
成
年
者
と
貧
困
者
に
悪
影
響
を
与
え
る
一
連
の
判
決
の
う
ち
で
、生
殖
の
権
利
に
対
す
る
最
新

の
侵
害
」
と
の
批
判
も
み
ら
れ
る
。
曰
訂

∽
選
【
ｏＢ
ｏ
ｏ
ｏ
日
Ｆ
８
８

↓
Ｒ
日
ヽ
８
０
目
≧
竃
・Ｆ
困
］メ

８
Ｐ
８
Ｐ
（お
露
〉

（
９０
）

０
】“
『
庁

ヽ
解
む
『
”
●
ｏ
け
０
∞
Ｐ

”
一
ω
日
”
Ｈ
Ｏ
〕
口
ｏ
■
営
ユ

・
解
も
『
”
●
ｏ
序

∞
Ｐ

ｓ
魯

ド
ト
一
り
０
”

（
９．
）

〓

”
】一
ド

＞
ｇ

諄
【ｏ
Ｆ

「
お

８

浄

ユ

ヽ
選

ヽ

諄
ｏ

Ｑ
Ｈ

■

ご

け
いｏ
●
¨
＞

ｏ
８
目

お
ユ

●
●

り
の
日
あ
ヽ
く
”
Ｌ
”
“
・
０
”
∽
ｏ
メ

０
∞
Ｚ
Ｏ
↓
召
〕
∪
＞
〓
ｕ

ｒ
』
Ｈ
く
。
Ｈ
Ｈ
０
０
０
こ
・

（
９２
）

Ｈ
Ｐ

，
一
Ｎ
『
・Ｎ
”

　

・

（９３
）
高
井
、
前
掲
注

（８６
）

一
七
九
頁
。

88 87 86（
８９
）

”
【”
●
●
Φ
ヽ

「
”
『
Ｏ
●
饉

Ｏ
ｏ
一
　
ｏ
ｈ

∽
ｏ
●
吐
Ｆ
Φ
”
の
一
の
コ
ｐ



（９４
）
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
ズ
同
意
意
見
は
、
待
機
要
件
に
つ
い
て
も
、
「女
性
の
判
断
能
力
に
つ
い
て
の
時
代
遅
れ
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
前
提

に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
違
憲
判
断
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

（９５
）
高
井
、
前
掲
注

（８６
）

一
七
九
頁
脚
注
七
、
”
∪
”
ｏ
ｏ
目
”

↓
。バ
曜
ｒ↓
↓
ｕ
ｚ
〓
＞
困
”
♂

∽
Ｃ
コ
ｂ
７日

ｏ
ｏ
ｃ
”
↓
”
ｏ
一
Ｈゴ
８

ふ
‐ふ

含
８
じ
一

口
ｏ
ｌ

，
■●
・
∽口
ｏ
【”
●
〇
け①
∞
り
ヽ
”
一
μ卜
∞ω
〓∞い
。

（
９６

）

”

・
〓

Ｑ

♂

ヨ

ど
、ｕ
″

男
ド

贅

〕
ｃ
口

Ｑ

＞
ｒ

”
９

日

発

”

ド
ド
『

０

０
０
切
〉

一
一
一　
ま
と
め

ロ
ー
判
決
か
ら
ソ
ー
ン
バ
ー
ダ
判
決
ま
で
、
最
高
裁
判
所
は
、
概
ね
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
自
由
を
拡
張
す
る
方
向
で
判
例
理
論
を
展
開
さ

せ
た
。
ロ
ー
判
決
を
か
い
く
ぐ
ろ
う
と
す
る
様
々
な
試
み
―
―
配
偶
者
や
両
親
の
同
意
要
件
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
術
法
の
限
定
、
イ
ン
フ
オ
ー

ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
や
二
四
時
間
待
機
要
件
な
ど
―
―
を
ほ
と
ん
ど
叩
き
潰
し
た
。
未
成
年
者
に
関
す
る
両
親
の
同
意
要
件
で
は
不
十
分
さ

を
残
し
た
が
、
違
憲
判
決
は
、
中
絶
支
持
派
の
意
向
を
か
な
え
る
も
の
だ
っ
た
。
生
命
支
持
派
は
、
わ
ず
か
に
、
最
高
裁
判
所
の
財
政
問
題

に
関
す
る
謙
抑
的
態
度
を
衝
い
て
、
公
的
援
助
で
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
た
だ
け
だ
っ
た
。　
一
方
、
そ
の
十
年
余
に
、
最
高
裁
判
所
内
外
で
両
派

の
対
立
が
激
化
し
、
最
高
裁
判
所
で
は
、
双
方
の
票
差
が
次
第
に
接
近
し
て
い
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
ー
ブ
ツ
シ
ュ
の
共
和
党
大
統
領
に
よ
る
裁

判
官
人
事
が
こ
れ
に
大
き
く
影
響
し
た
。

こ
の
結
果
、
パ
ウ
エ
ル
裁
判
官
に
代
わ
リ
キ
ー
パ
ー
ス
ン
と
な
っ
た
の
は
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
だ
っ
た
。
初
め
て
の
女
性
裁
判
官
と
し
て
最

高
裁
判
所
入
り
し
た
直
後
は
、
ロ
ー
判
決
に
批
判
的
だ
っ
た
オ
コ
ナ
ト
裁
判
官
だ
が
、
性
差
別
事
件
で
は
、
当
初
か
ら
そ
の
出
自
に
忠
実
だ
っ

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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（９７
）

識｝銹け障時は畔詢［議卿い時鎌」は「崚けれな」】̈
「耐りけ悧『け脚蔵̈
詢詢いいい粛つ‐“「副討刑田̈
潮脚詢雌

判
例
の
軌
道
修
正
を
す
る
の
で
は
と
い
う
予
想
を
覆
し
た
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
オ
コ
ナ
ー
裁
判
官
の
役
回
り
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
問
題
で
も
同
様
だ
っ
た
。
中
絶
支
持
派
が
転
機
を
迎
え
た
ウ
ェ

ブ
ス
タ
ー
判
決
で
、
そ
し
て
、
危
機
を
乗
り
越
え
て
ロ
ー
判
決
を
再
確
認
し
た
ケ
イ
シ
ー
判
決
で
、
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
オ
コ
ナ
ー

裁
判
官
だ
っ
た
。

生
命
支
持
派
優
勢
か
に
み
え
た
世
論
の
大
き
な
転
換
点
に
な
っ
た
の
は
、
皮
肉
に
も

一
九
八
九
年
の
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
だ
つ（鯉
。
こ
こ

に
き
て
、
ロ
ー
判
決
の
判
例
変
更
が
現
実
味
を
帯
び
た
も
の
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、　
一
九
八
〇
年
代
の
生
命
支
持
派
の
運
動
の

到
達
点
が
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
判
決
を
機
に
、
中
絶
支
持
派
の
共
和
党
員
の
党
離
れ
が
加
速
し
、
生
命
支
持
派
の
成
果

を
な
か
ば
無
に
帰
す
る
原
因
に
な
っ
た
と
、
中
絶
支
持
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る
マ
ッ
キ
ー
ガ
ン
は
分
析
し
て
は
『
。

そ
し
て
、
両
派
の
闘
い
は
、
ケ
イ
シ
ー
判
決
の

「不
当
な
負
担
」
の
基
準
と
い
う
中
庸
的
な
―
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
し
て
は
珍
し
い
―

―
―
結
末
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
ケ
イ
シ
ー
判
決
は
ひ
と
つ
の
妥
協
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
そ
の
共
同
意
見
に
は
男
女
平

等
の
流
れ
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
、
長
い
日
で
見
た
世
論
の
流
れ
と
大
き
く
乖
離
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

判
決
当
時
、
五
対
四
の
一
票
差
で
あ
り
、
し
か
も
、
ロ
ー
判
決
完
全
支
持
派
の
二
人
の
裁
判
官
が
と
も
に
八
〇
歳
を
超
え
る
高
齢
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ケ
イ
シ
ー
判
決
の
安
定
性
に
つ
い
て
は
、
懸
念
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
共
同
意
見
に
加
わ
っ
た
三
裁
判
官
に
つ
い
て
、

商
悧
峰
岬
に
時
に
獅
動
議
嘲
納
珈
け
い

絶 っ
】
ぃ
け
哺
曲
倒
劉
胸
卿
け
】
¨
¨
」
¨
洵
輸
】
れ
い
爆
」
な

つ（‐ま炒
「
ら
ず
、
か
え
つ
て
ロ
ー
判
決



し
か
し
、
同
年
の
大
統
領
選
挙
で
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
当
選
は
こ
う
し
た
推
測
を
覆
す
も
の
だ
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
、
そ

の
第

一
期
に
、
二
人
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
を
任
命
し
た
。
ま
ず
、　
一
九
九
二
年
、
強
力
な
ロ
ー
判
決
反
対
派
の
ホ
ワ
イ
ト
裁
判
官
の
後
任

に
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
連
邦
控
訴
裁
判
所
裁
判
官
を
充
て
た
。
女
性
に
と
っ
て
の
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
、
黒
人
に
と
っ
て
の
マ
ー
シ
ャ
ル
裁
判
官

で
あ
り
、
裁
判
官
に
な
る
前
の
一
九
七
〇
年
代
、
性
差
別
を
違
憲
と
す
る
一
連
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
き
（湖

。
そ
の
翌
年
に
は
、
引
退
し
た

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
裁
判
官
の
ポ
ス
ト
に
、
や
は
り
中
絶
支
持
派
と
み
ら
れ
る
ブ
ラ
イ
ヤ
ー
連
邦
控
訴
裁
判
所
裁
判
官
を
任
命
し
た
。
ケ
イ
シ
ー

（鵬
）

判
決
と
そ
の
後
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
発
足
で
中
絶
支
持
派
は
最
大
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
の
が
大
方
の
評
価
だ
ろ
う
。

こ
の
小
括
を
も
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
を
閉
じ
、
そ
の
後
の
動
き
や
生
命
支
持
派
に
よ
る
中
絶
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
対
す
る
過
激
な
抗
議
活
動

な
ど
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
９９
）

】ヽ

お
り
いり
の
中ｏ
ｏ
】
Ｃ
ユ
く
９
ｏ
】い
く

ｈ
Ｏ
『
ゴ
「Ｏ
日
①
●
く
。
目
ｏ
ｍ
”
Ｆ

卜
い
∞
Ｃ
・∽
・
『
卜
∞
曾
０
∞
じ
・

〓

い３

”
色

〓

。
メ

∽
遍

①
『
【Ｒ

ｏ
ｏ
餞

計
ｋ

８

Ｃ
，９

８

卜
（Ｈ
器

じ

〕
”
ｏ
降
庁
Ｒ

メ

Ｏ
ｏ
一３

①
お

ｋ

認

ｃ
，ｐ

瑠

０
８

）

強

姦

罪

の
男

性

の
み

の
処
罰
や
男
性
の
み
の
徴
兵
登
録
制
を
合
憲
と
判
断
し
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
、
前
掲
注

（１０
）
参
照
。

「
こ
の
判
決
で
最
高
裁
は
、
中
絶
を
制
限
す
る
州
の
権
限
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
認
め
た
。
こ
れ
は
中
絶
反
対
派
の
勝
利
だ
っ
た
が
、
長

ら
く
停
滞
し
て
い
た
中
絶
支
持
派
の
運
動
を
再
燃
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
」。
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
日
本
版

一
九
九
〇
年
七
月

一
九

日
付
五
六
頁
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・タ
イ
ム
ズ
と
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、　
一
九
八
三
年
に
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
は
子
殺
し
と
同

じ
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
過
半
数
が
賛
成
し
て
い
た
の
に
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
直
後
で
は
、
五
七
％
対
四
〇
％
で
反
対
が
多
く
な
り
、

六
六
％
の
国
民
は
女
性
が
人
工
妊
娠
中
絶
の
権
利
を
失
う
の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
と
い
う
。
〓
。〓
Ｓ
θ
”
ｏ
＞
多
＞
”
ｏ
”
↓
Ｈｏ
Ｚ
り
〇
軍

目
ｏ
∽
日田

（じ
駕
〉
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
判
決
に
つ
い
て
も
、
六
二
％
対
三
八
％
で
反
対
が
多
い
と
い
う
。
〓
・
鉾

〓
や

人
工
妊
娠
中
絶
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所

（三
・
完
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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（硼
）
日，
”
”
Ｈ
『９

（
皿

）

∽
Ｌ
【】ぐ
“
Ｆ

口
Ｐ
５

∽
二
Ｈ
Ｑ
●
ｏ
０
０
「

，

日
０
０
中
↓
Ｒ
目
Ｔ
‐
『
ｏ
『
ｏ
ｌ
ｏ
『
０
■
コ
お

〕
Я
〕”
お
触
）
ｏ
喘
”
Ｌ
触
〕
戯
邑

∽
け
“
員
ド
ヽ
お

・
Ｈ
ｏ
Ｏ
口

，
”
く
。い
』
Ｆ
く
。

Ｓ

貧
８
Ｎ〉
こ
の
論
文
は
、
一
九
九

一
年
―
九
二
年
の
開
廷
期
に
つ
い
て
、
一
刀
両
断
の
ル
ー
ル
よ
り
も
諸
要
素
を
総
合
的
に
検
討
す

る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
重
ん
ず
る
穏
健
な
保
守
派
の
台
頭
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
。

（期
）
ダ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン

（磯
本
典
章
訳
）
「
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
お
け
る
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
裁
判
官
と
ク
リ
ン
ト
ン
時
代
」
〓

九
九
四
］
ア

メ
リ
カ
法
二
四
五
頁
。

（硼
）
「憲
法
の
な
か
で
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
分
野
よ
り
も
ｒ
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
当
選
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
領
域
は
な
い
。　
一
九
九

二
年
に
判
決
が
下
さ
れ
た
と
き
、
ロ
ー
判
決
の
中
核
的
な
原
則
を
確
認
し
た
五
対
四
の
ケ
イ
シ
ー
判
決
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
次

の
交
替
に
き
わ
め
て
脆
弱
に
み
え
た
。
し
か
し
、
ロ
ー
判
決
で
反
対
意
見
を
述
べ
た
バ
イ
ロ
ン
・ホ
フ
イ
ト
の
後
任
に
ク
リ
ン
ト
ン
大

統
領
が
ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
を
任
命
し
た
こ
と
は
人
工
妊
娠
中
絶
の
憲
法
上
の
権
利
を
支
持
す
る
六
対
三
の
多
数
派

を
生
み
出
し
た
。
こ
の
多
数
派
は
、
ロ
ー
判
決
の
年
老
い
た
生
み
の
親
―
―
ハ
リ
ー
・ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
の
ポ
ス
ト
が
、
も
う
ひ
と
り
の

中
絶
支
持
派
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
で
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ー
判
決
は
、
近
い
将
来

に
つ
い
て
は
安
全
で
あ
る
」。
”
。
〓
ｏ困
冒
≦
Ｆ

８
「
“
●
ｏ
ぉ
８
・
詳

器
Ｐ

国
８
尋
ヽ
解
Ｏ
Ｓ

●
ｏ８

Ｎ
，
洋

目
Ｎ‐お
・


